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序

埼玉県ては、新たな時代の大きな禅胴流を踏まえ「環

境優先」「生活重視」「埼玉の新しいくにづくり」を基本

理念とし、豊かな彩の国づくりをめざした施策を行っ

ております。その一環として、交通の要衝としての地

理的条件を生かし、県民の生活圏の拡大や高度化する

産業活動の円滑化を図るため、生活環境の保全と道路

交通の安全性を重視しながら、総合的な道路交通網の

整備が進められています。

特に、県内を結ぶ幹線道路の整備については、地域

間の連携を高めるために、県内1時間道路網構想を目

指して進められ、県道蛭川普済寺線の建設がそれらの

一つとして計画されました。

この路線は、児玉郡児玉町蛭川から美里町小茂田を

経由して、国道17号線の大里郡岡部町普済寺を結ぶ、

地域住民の生活に密着した道路てゞす。また、国道17号

バイパスや関越自動車道の本庄・児玉インターにアク

セスてき、今後、一層重要性が高まる県道て‘‘あります。

岡部町の道路建設予定地には、遺跡の存在が知られ

ており、これらの埋蔵文化財の取り扱いについては、

関係機関て‘‘慎重に協議を重ねてまいりました。その結

果、現状保存てはなく、やむを得ず記録保存の措置が

講じられることとなりました。発掘調査については埼

疇教育局生涯謬部文イばオ保護課の調整により、当

事業団が、埼玉県道路建設課の委託を受け、実施する

ことになりました。

岡部町には、国指定重要文化財の緑釉手付祖し灰釉

瓶を出土した西浦北遺跡や和同開称を出土した内出遺

跡など多くの遺跡が所在しています。また、榛沢郡面

の正倉跡と推定される中宿古代倉庫群は県指定史跳て‘

あり、古くから人々の生活が営まれてきました。

宮西遺跡の発掘調査て｀は、奈良時代から平安時代に

かけての住居跡や中世の道路跡などが発見されました。

住居跡は重なり合うように検出され、奈良•平安時代

を通して何度も住居を建て替えた様子が明らかになり

ました。出土した遺物には、脚部に透かしの付いた円

面硯や鉄鏃などが発見され大変貴重なものてあります。

この時代、円面硯は役所や寺院などて使われていま

した。宮西遺跡の性格を考える上て極めて貴重な資料

を得ることがてきました。

本書が、埋蔵文化財の保護及び普及・啓発、学術研

究の基礎資料、教育機関の参考資料として広く活用い

ただければ幸いと存じます。

刊行にあたり、発掘調査に関する諸調整に御尽力を

いただいた埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課をは

じめ、埼玉県土木部道路建設課、同熊谷土木事務所、

岡部町教育委員会、並びに地元関係者各位に厚くお礼

申し上げます。

平成11年8月

財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理事長荒井 桂



例

1.本書は、埼玉県大里郡岡部町に所在する宮西遺跡

の発掘調査報告書てある。

2.遺跡の略号と代表地番及び発掘調査届けに対する

指示通知は、以下のとおりてある。

宮西遺跡 (MYNS)

大里郡岡部町大字榛沢字宮の西528番地2他

平成9年7月4日付

3.発掘調査は、県道蛭川普済寺線（岡部町地内）建

設事業に伴う事前調壺てあり、埼玉県教育局生涯

学習部文化財保護課の調整のあと、埼玉県土木部

鴫建設課の委託によって、財団法人埼玉県埋蔵

文化財調査事業団が実施した。

4.本事業は第I章の組織により実施した。本事業の

うち発掘調査については、小野芙代子、伴瀬宗一

が担当し、平成9年6月1日から平成9年7月31

日まて実施した。整理・報告書作成事業は、赤熊

浩ーが担当し、平成11年4月1日から平成11年6

月30日まて実施した。

1.本書の遺跡全体図におけるX・Yの座標数値は、

国土標準平面直角座標第IV系に基づく座標数値を

示し、方位は、全て座標北を示している。

2.グリッドは10mXlOm方眼て設定した。グリッド

の名称は方眼の北西隅の杭番号てある。

3.遺構図及び実測図の縮尺は、原則として以下のと

おりてあるが、

て‘示している。

遺構図

遺 物

教文第2-75号

その他のものについてはスケール

住居跡・溝跡・土壊 ・・・・・・・・・・・・ 1/60

カマド・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1/30 

須恵器・土師器 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1/4

縄文時代の石器 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1/3

4.須恵器は断面に黒塗りを施している。

言

5.遺跡の基準点測量は株式会杜東京航業研究所に委

託した。遺物のカラー写真は小川忠博氏に委託し

た。

6.発掘調査時の遺構写真撮影は小野、伴瀬が行った。

遺物の撮影は赤熊、大谷道則が行った。

7.出土品の整理・図版の作成は真野目洋子の協力を

得て、赤熊が行い、縄文時代の遺物については新

屋雅明が行った。

本文の執筆は、

部文化財保護課が、 IV-3を新屋が、

赤熊が行った。

8.本書の編集は、赤熊が行った。

9.本書にかかる資料は平成12年度以降、埼玉県立埋

蔵文化財センターが保管する。

10.本書の作成にあたり、下記の方々から御教示・御

協力を賜った。記して謝意を表します。（敬称略）

恋河内昭彦・小林

I-1を埼玉県教育局生涯学習

それ以外は

高・鈴木徳就佳・鈴木秀雄・鳥

羽政之•平田重之•宮本直樹・岡部町教育委員会

凡例

5.遺構断面図における水平数値は、海抜高度を示し

ており、単位はmてある。

6.遺物観察表は次のとおりてある。

・日径、器高、底径は、 cmを単位とする。

・（ ）内の数値は推定値て‘‘ある。

．胎土は肉眼て観察てきるものを次のように示した。

Aー白色粒子、 B一角閃石、 C一石英、

D一雲母、 Eー長石、 F一酸化鉄粒子・赤色粒子・

黒色粒子、針ー白色針状物質、片一片岩

・焼成は良好、普通、不良の3段階に分けた。

・残存率は図示した器形に対し、 5％単位て‘示した。

7.本書に掲載した地形図は、国土地理院発行の1/

25000地形図、寄居町都市計画図を改図・転載した

ものて‘‘ある。
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1 発掘調査の概要

1.発掘調査に至る経過

埼玉県は関東地方の中西部に位置し、県全域が都心

から100kmの圏内に含まれる。県ては快適て‘うるおい

のある生活空間の形成のために、道路綱の整備を進め

ている。「県内1時間道路綱構想」を推進し、高速道

路、地域高企画道路、インターチエンジにアクセスす

る道路、都市内街路などの、幹線道路から生活道路に

至るまて‘、体系的な道路綱の整備計画てある。一般県

道蛭川普済寺線の整備もこうした事業の一つてある。

鴫建譴臼量鯛lI普済寺線の建設に先立

ち、平成8年4月24日付け道建第16号て‘、文化財の所

在及びその取り扱いについて、文化財保護課長あて照

会があった。それに対して文化財保護課は、平成8年

7月19日付け教文第552号て、概ね次のような回答を

した。

坦識文化財の所在

工事予定地内には、次の周知の埋蔵文化財包蔵地が

所在します。

名称

宮西遺跡

種閲

集落跡 □ 

2 取扱い

上記の埋蔵文化財包蔵地は現状保存することが望ま

しいが、事業計画上やむを得ず現状変更する場合は、

事前に文化財保護法第57条の3の規定に基づき、文化

庁長官あての発掘通知を提出し、記録保存のための発

掘調査を実施してください。

なお、発掘の実施については当課と別途協議してく

ださい。

その後、道路建設課と文化財保護課との間て取扱い

について協議を重ねたが、現状保存が困難てあり、記

録保存の措置を講ずることになった。

発掘調査の実施機関てある財団法人埼玉県埋蔵文化

財調査事業団と、道路建設課・文化財保護課の三者て‘

工事日程、調査計画・調査期間などについて協議し、

平成9年6月1日から平成9年7月31日まての期間、

発掘調査を実施することとした。

文化財保護法第57条3の規定による埋蔵文化財発

掘通知が埼玉県知事から提出され、第57条1項の規定

による発掘調査届が、財団法人埼玉県埋蔵文化財調査

事業団理事長から提出された。発掘調査に係わる通知

は以下のとおりてある。

平成9年7月4日付け教文第2-75号

（文化財保護課）
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2.発掘調査鬱報告書作成の経過
(1) 発掘調査

本事業は、児玉町蛭川と岡部町普済寺を結ぶ県道の

整備事業に伴う発掘調査て‘ある。この内、岡部町榛沢

郡宮の西地内の道路拡幅工事に伴い、宮西遺跡の発掘

調査を実施した。発揺調査期間は平成9年6月1日か

ら実施し、平成9年7月31日に終了した。 2ヶ月間の

事業て‘‘あった。調査面積は550m2てある。検出された遺

構は、奈良・平安時代の竪穴住居跡2碑干、中・近性の

溝跡11条、土壊2闘L道路状遺構て‘ある。

6月初旬、調査事務所を設置した。同時に、調査区

域の縄張りを行い、併せて、重機を導入しA区より表

土を掘削した。県道蛭川普済寺線の拡輻部分の調査て‘

あり、道路隣接地てあることから、交通の妨げや調査

作業の安全確保のため警備員を配置し、掘削作業を進

めた。さらに、調査区は、安全対策のためバリケイド

を置き、松杭により柵を施した。

6月中旬、基準点測最を実施し、グリッドを設定し

た。遺構確認作業を行い、 F区から発掘調査を開始し

た。第1• 2 • 3号住居跡および土墟、ピットを調査
し全景写真を撮影した。次いて‘‘、 A区の調査に着手し

た。近世の第3• 4 • 5号溝跡を調査し、第6• 7号

1謬跳および土堀、ピットを調査した。 A区ては、調
査区をはぱ東西方向に走る第3号溝跡の調査に着手。

6月下旬、 E区の調査に着手。近匪の第1• 2号溝

跡を調査し、第4• 5 • 15 • 23号住居跡および土堀、

ピットを調査した。 A区の調査をほぼ終了し全景写真

を撮影した。さらに、第3号溝跡が伸びる東側のB区

の調査に着手した。

7月初旬、 B・E区の調査をほぼ終了し全景写真を

撮影した。 D区の調査に着手した。第19~22号1打呂跡

を調査、住居跡は複雑に切り合い調査はやや難航した。

また、調査区東端には第6• 7。8号溝跡を検出した。

D区の調査区東側のN-2および0-2グリッドから

は遺構に伴わない黒色土中に多くの遺物が分布し、鉄

鏃・円面硯などを検出した。あわせて、土墟、ピット

を調査し全景写頁を撮影した。

7月中旬、調査区の中央にあたるC区の調査に着手

した。第9~14 • 16~18号住居跡の調査を開始した。

隣按するD区と同様に住居跡は複雑に切り合い調査は

難航した。調査区が狭いため住居跡の全体をつかむこ

とがて‘‘きず、わずか、輻2mX8mの範囲に 9軒の住

居跡を確認した。 B区中央付近ても幅2mX9mの範

囲て‘第24~27号住居跡を確認した。

7月下旬、 C区西側て‘道路状遺構を確認し調査した。

c区全景写真を撮影し宮西遺跡の調査を終了した。
7月末、調査区の埋め戻し作業を行い、調査事務所を

撤収し、本事業を終了した。

(2) 整理・報告書作成

整理・報告書作成事業は平成11年4月1日から 6月

30日まての 3ヶ月間実施した。

4月初旬、宮西遺跡の整理事業を開始する。出土遺

物の水洗・注記の後、遺物の接合・復元作業を行う。

4月中旬、遺物は復元作業の終了した住居跡から器

種こ、とに分類し、破片数と重量を計量した。遺構図は

住居跡から乎面図と断面図を合わせ第二原図の作成。

4月下旬、遺物は計量が終了したものから、遺物実

測を開始した。遺構図は第二原図の完成したものから

土層注記の入力作業を行った。

5月初旬、遺物実測を継続。溝跡の第二原図の作成

を進めた。遺物復元作業、遺物計量作業をほば終了。

5月中旬、遺物実測をほば終了し、版組作業を開始。

ピット・土城の第二原図の作成を進めた。

5月下旬、遺構図および、遺物図版のトレース作業

を行い、遺物観察表のデータ入力を行う。遺物撮影の

ための土器に石膏を入れ色塗りを行う。

6月初旬、図版にインレタ・スクリーントーンを貼

り込む。遺物計量表の作成。遺物の写真撮影を行った。

6月中旬、全体図、周辺遺跡分布図を作成、遺構遺

物図版の完成。原稿幸丸筆を進める。

6月下旬、割付作業を行い、報告書印刷の起案を行

う。遺物収蔵の整理。

7 • 8月、入札を実施し、校正作業を行い、刊行。

-2-



3.発掘調査、整理◎報告書刊行の組織

主体者財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

(1) 発掘調査（平成9年度）
(2) 整理事業（平成11年度）

理 事 長 荒井 桂 理 事 長 荒井 桂

副 理 事 長 富田真也 副 理 事 長 飯塚誠一郎

専 ゎマ父］ 理 事 塩野 博 常務理事兼管理部長 広木 卓

常務理事兼管理部長 稲葉文夫

理事兼調査部長 梅沢太久夫

＜管理部＞
＜管理部＞

庶 務 課 長 依田 透 管理部刷部長兼経理課長 関野栄

主 フ旦 西沢信行 庶 務 課 長 金子 隆

主 任 長滝美智子 主 木旦 田中裕―

主 任 腰塚雄― 主 任 江田和美

専門調査員兼経理課長 関野栄 主 任 長滝芙智子

主 任 江田和美 主 任 幅田昭美

主 任 福田昭美 主 任 腰塚雄―

主 任 菊池 久 主 任 菊池 久

＜調査部＞
＜資料部＞

調査部副部長 今泉泰之 資 料 部 長 裔橋 夫

調査第三課長 浅野晴樹 専門調脊員兼資料部副部長 石岡憲雄

主 フ旦 小野芙代子 専門調査員 市川 修

主任調査員 伴瀬宗一 統括調査員 赤熊浩
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II 遺跡の立地と爛境
1 地理的環境
宮西遺跡が所在する位置は、埼玉県大里郡岡部町大

字榛沢字宮の西て‘ある。この地点は利根川の支流て‘ぁ

る小山川と志戸川の合流点に近い西南側にあたる。遺

跡の北東側にはJR高崎線が敷設され、高崎線本庄駅

より南東3km、岡部駅より北西3kmの中間地点に位置

する。

荒川以北の埼玉県北部地域は、第1図に示されるよ

うに、上武山地。児玉丘陵•松久丘陵•本庄台地・櫛

引台地・妻沼低地に区分される。西は神流川、東に利

枯訓が流れる。全体的な地形の傾斜は、南西から北東

に向け低くなる。河川は、上武山地を分水嶺とし、南

面は荒川に注ぐが、北面は利根川に注ぐ。本地域の河

川には、女堀川、小山川、志戸川、藤治川等が傾斜に

沿って北東に流れ、利根川に注ぐ。

宮西遺跡は、小山川左岸に広がる本庄台地と志戸川

右岸に広がる櫛引台地に挟まれた扇状地て、両河川の

開析が著しく進んだところに位置する。

第1図埼王県の地形

山地 凹地丘陵 台地低地

台地の北東側は利根川の開析によって形成された妻

沼低地が広がる。台地との境は上里町・本庄市・岡部

町・深谷市にまたがりほば直線的に段丘を形成する。

崖線の直下には湧水線が存在する。現在の、高崎線や

国道17号線はこの台地縁辺に敷設された幹線て‘ある。

小山川左岸には児玉丘陵から北東に生野山丘陵・浅

見山丘陵の残丘が存在し、志戸川右岸には、松久丘陵

から北東に諏訪山丘陵・山崎山丘陵が存在する。これ

らの丘陵は標高100~130mてある。小山川と志戸川に

挟まれた沖積台地に宮西遺跡が位置し、残丘は認めら

れない。台地北東端て両河川は、合流し小山川として

流れ、妻沼低地を東流し、利根川に注ぐ。

台地の扇項部は、芙里町広木、駒衣あたりて標高は

120m、扇端部は岡部町六反田て‘‘標高は50mてある。宮

西遺跡は標高53mてある。

宮西遺跡の周辺の地理的景観については、六反田遺

跡（1981 梅沢）て詳細な検討が行われている。この

20km 
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中て歴史地理の見地から明治1研ミ以降の地図、航空写

真の検討から小山川の流路が変化していることを明ら

かにし、遺跡や現在の集落は自然堤防状の微高地に形

成されたものてあることを指摘している。現在の大寄

八幡神社を中心とした宮西遺跡の周辺には、西浦北遺

2 歴史的環境

本地域は数多くの遺跡が所在する。特に、古墳時代

以降の遺跡は調査例も多く歴史的環境の検討が行われ

ている。

古墳時代から奈良時代への変化は遺跡にも現れる。

これまて、志戸川や小山川によって形成された自然堤

防や微高地に営まれていた集落は、広大な台地の開発

とともに集落の占地を大きく変化させると考えられる。

古墳剛tの集落は、六反田遺跡をはじめとし周辺の

微地形によって小規模な集落が微高地上に広範囲に展

開していたものと考えられる。宮西遺跡や大寄遺跡、

沖田遺跡などはそうした集落て‘‘ある。一方て＼砂田前

遺跡のように、低地帯の自然堤防上には大規模な集落

も営まれている。また、古墳群は、台地や丘陵上に形

成され、西五十子古墳群、東五十子古墳群、西山古墳

群、千光寺古墳群、四十塚古墳群、白山古墳群などが

知られる。

こうした景観が古代律令社会のなかて｀どのような変

化をしたのか解明することが重要て‘ある。本遺跡は古

代において、武蔵国榛沢郡にあたる。榛沢郡は、新居・

榛沢・謄形•藤田・餘戸の 5 郷からなる小郡てあり、

宮西遺跡は現在の岡部町榛沢に所在し、武蔵国榛沢郡

榛沢郷にあたると考えられる。藤田郷は現在の寄居町

花園山に居を構えた藤田氏に求められることから、こ

のあたりが榛沢郡藤田郷にあたると考えられる。新居

郷と謄形郷は比定地不明てある。これまての、発掘調

査の成果をもとにすると、榛沢郡の役所が置かれた地

は榛沢郷て‘‘はなく、現在の岡地区てある。この地は、

櫛引台地の縁辺部にあたり、台地縁辺に中宿遺跡、滝

下遺跡、高大な台地平坦部には熊野遺跡、岡廃寺が位

置する。中宿遺跡は郡衛正倉と考えられており、整然

と建物跡が並ぶ。滝下遺跡からは大溝跡や鍛冶工房跡

跡、稲荷塚遺跡、沖田遺跡、大寄遺跡、そして、六反

田遺跡が所在し、これら遺跡の広がりは旧小山川の開

析によって形成された台地上に位置していることが近

年の沖田遺跡（1999 木戸）をはじめとする岡部西部

工業団地の調査て‘も明らかになっている。

が検出された。また、熊野遺跡は政庁部分の確認はさ

れていないが、大規模な建物跡、土橋をもつ大溝跡、

道路状遺構などが確認され、陶製仏殿、畿内産暗文土

器、陶枕が出土している。 7椛紀後半には榛沢郡街の

施工が開始されたと考えられている。また、低地部て‘‘

は、岡部条里遺跡の発掘調査が行われ、施工時期は明

らかてはないが、条里遺構が検出された。少なくとも

古代律令制の施策がこの地を中心として 7世紀後半に

はおよんて、いたことを物語る。台地上には官街を中心

に熊野遺跡をはじめ、白山遺跡、内出遺跡、新田遺跡

など大規模集落が形成され、周辺の景観を一変させた。

榛沢郡内には、生産遺跡も多く認められる。西部の

丘陵地帯には末野窯跡群が存在し、古墳時代後期から

奈良•平安時代にいたる窯跡が広がっている。末野遺

跡て‘‘は、古墳時代後期の窯跡3基、古墳時代後期から

奈良•平安時代の灰原跡、平安時代の窯跡 1 基、奈良・

平安時代の工房跡などが調査され、須恵器生産の様相

が明らかにされた。また、 7憔紀後半になると末野産

の須恵器は、宮西遺跡、熊野遺跡、新田遺跡をはじめ

とし、郡内外に供給が行われる。土師器は古墳時代以

米伝統的に生産されているが、新井遺跡ては土師器焼

成遺構が16基確認されている。

平安時代になると、相次いて製鉄遺跡が確認され、

製鉄技術がこの地にも導入されたことがわかる。榛沢

地区の岡部工業団地造成に伴って宮西遺跡を調査した

際に、製鉄炉跡を検出した。また、竪穴1じ吾跡からは

小金銅仏が出土している。隣接する西浦北遺跡からも

小型の製鉄炉跡が1翡関庚出され、緑釉手付瓶し灰釉瓶

が検出された。岡地区て‘‘も中宿遺跡からは、鉄滓・羽

口が出土し、最近になって製鉄炉跡が確認されている。

また、菅原遺跡ては縦型炉を検出し、多鼠の鋳型も検
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出されている。鋳型は獣脚鋳型・容器鋳型などが見ら

れ、仏具用品の生産を行っていたと考えられる。鉄生

産は微地形の起伏を利用し、小型の縦型炉て行われて

いる。このように榛沢郡ては平安時代になって、鉄生

産が盛んてあったと考えられる。

武蔵て‘‘は、猿貝北、大山、台耕地遺跡など 9世紀後

半頃から元荒川流域に沿って鉄生産が行われる。これ

とは、形態や規模・占地などが異なった小規模な縦型

炉による鉄生産が榛沢地域て認められ、製鉄技術の系

譜が異なると考えられる。

中匪の遺構は溝跡と道路状遺構などを検出した。

平安時代末期から中憔になると、この地方は、中憔

武士団の発生した地として知られ、主に、武蔵七党の

丹・児玉・猪俣党の活躍した地域て‘ある。しかし、考

古学的にはいまだ不明な点も多く、文献や伝承による

ところが多い。

宮西遺跡の南には、丹党の榛沢六郎成清の墓と伝え
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周辺遺跡遺構分布図
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第 4図 宮西遺跡第 3次調査区位置図
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m 遺躊の概要
宮西遺跡は、埼玉県大里郡岡部町大字榛沢字宮の西

に所在する。櫛引台地が小山川と志戸川の侵食を受け

た北東端にあたる。遺跡の範囲は南北約230m、東西約

500mてある。遺跡の面積は推定て約110.OOOm2てあ

る。現地表面の標高は、中心部今回の調査区て‘53m、

てある。遺跡は南西部て‘‘54m、北東部て‘52mと低く、

全体の地形は平坦てあるが緩やかに北東に向かって傾

斜をもつ。

周辺には、台地の開析によって形成された小支谷と

小山川の氾濫によって形成された自然堤防が発達して

おり、微高地を単位に遺跡が分布する。宮西遺跡に隣

接して、沖田遺跡、大寄遺跡、西浦北遺跡、六反田遺

跡が分布する。

本書て報告する宮西遺跡は 県道蛭川普済寺線の建

設に伴う発掘調査て‘‘あり、当事業団が平成9年度に実

施し、宮西遺跡の第3次調査にあたる。第1• 2次調

査は平成8年と乎成9年にそれぞれ岡部西部工業団地

造成に伴い発掘調査が実施されている。

遺跡は宮西遺跡の範囲のほぼ中央部にあたり、大寄

八幡神社に面した現道の拡幅調査て‘ある。調査面積は

550m2、調査区は幅1~1.5m、全長150mほどてある。

便宜的に調査区をA~G区に分けた（第5図）。 G区か

らの遺構、遺物は検出されなかった。

調査区は、国家座標第IV系に基づく、北西方向から

10mグリッドを設定した（第6図）。グリッドの原点の

座標はX=23.500、Y=-56.170てある。

調査の結果、宮西遺跡ては、奈良•平安時代の竪穴

住居跡2碑f、掘立柱建物跡3棟、土壊、ピットを検出

した。中・近世の遺構は溝跡5条、土墟、道路状遺構

を検出した。調査区が道路拡幅て‘あるため幅が狭くい

ずれの遺構も全体が明らかにてきない。奈良•平安時

代の竪穴住居跡は、壁の一部のみ検出されたり、カマ

ドの煙道部分がわずかに断面て確認された。また、遺

構は単独て‘重複の見られない住居跡と、数軒が主軸方

向をほぼ同じくして、わずかにずらして建て替えが行

われる住居跡などが存在し、狭い調査範囲にもかかわ

らず多くの竪穴住居跡を検出した。竪穴1主居跡からは

土師器坪・甕・台付甕、須恵器坪・蓋・皿・高台付坪・

甑・甕などの遺物を検出した。特に、調査区の東側てゞ

は遺構確認面に遺物が多く分布していた。 8椛紀前半

の土器に伴い鉄鏃や脚部に透かしをもつ円面硯が検出

した。

中・近世の遺構は、溝跡、土壊と硬化面をもつ道路

状遺構が検出された。

第5図 宮西遺跡グリッド網図
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w 遺構と遺物
1.奈良。平安時代

(1) 竪穴住居跡

第 1号住居跡（第7図）

調査F区の東側の I-3グリッドに位置する。調査

区は幅1.2mと狭い。北側と南側は調査区域外となり

遺構が伸びる。また、東側は攪乱によって遺構が壊さ

れていた。床面まて逹しており、西側の壁も確認て‘‘き

ず、 1打吾の規模を判断することはてきなかった。この

ため検出した遺構部分は、カマド南側半分のみてあっ

住居跡の平面形態は、攪乱範囲内て広がるものと仮

定すれば、小型の方形となる。規模は不明てあり、確

認面からの深さは10cm程と極めて浅い。主軸方位は

N-90°-Eてある。

床面は、カマド南側にわずかに残存する。地山のロ

ームを利用し、床面上には微量の炭化物粒子と焼土粒

子が確認された。床面は軟らかく周溝は検出されなか

った。調査範囲が狭いため貯蔵穴や柱穴は検出てきな

かった。

カマドは、東壁に設置されていた。壁からの掘り込

みは東側へ0.45m、深さは床面とほば同じレベルて掘

り込まれており 10cmと浅い。カマドの形態は隅丸方形

てある。焚き口幅は20+£cm、燃焼部と煙道部との境

は段をもちわずかに直立して立ち上がる。煙道部分は

短く立ち上がりは緩やかてある。カマドは奥壁構造の

形態て‘‘ある。カマド底面は平坦て、、側面はともに連続

して立ち上がる。カマド埋土は、 3層に分層て‘‘き、下

層の 3層は灰層て‘ヽ 、中層の 2層は焼土粒子および炭化

粒子を多く含む堆積層て‘あった。

出土遺物は、土師器杯、鉢、小型甕、甕、台付甕、

須恵器杯などをカマド内から検出した。遺物はいずれ

も小破片てあり、全体の器形を留めるものはなかった。

図示した遺物は第8図1~ 6てある。 1は暗文杯て‘‘あ

る。日縁部の横ナデは輻1.55cmとやや輻をもつ。内面

には放射状の暗文が施されている。体部に未調整部を

もち、底部は丸底気味になる。赤褐色て‘‘胎土は緻密て‘‘

ある。 2は小型の鉢てある。日縁部は横ナデを施し、

体部外面は平滑な横ヘラケズリ、内面も平滑てサナデ調

整が施されている。 3は小型甕の口縁部と考えられる。

日唇部外面には輻0.6cmほどの面をもち、断面三角形

状になり尖る。 4は北武蔵型甕の底部て‘ある。器肉は

薄く、底径は小さい。外面は縦ヘラケズリ、下端は横

方向に一条のヘラケズリを施す。内面は木口状のエ具

によってナデが施され器面は滑らかてある。 5は台付

甕の脚部て‘‘ある。 3、4、5の土師器は胎土に雲母片

を多く混入させる。 6は末野産の須恵器杯てある。器

面はザラザラする。日唇部は外に大きく開き、膨らみ

をもつ。

図示した遺物はいずれもカマド内から出士した。こ

のほかカマド内からは甕の胴部破片と須恵器杯の破片

が検出された。

第2号住居跡（第7図）

調査F区西側のH• I -3グリッドに位置する。南

側は調査区域外となり遺構が伸びる。また、西側は第

3号住居跡と重複関係にある。住居跡は南北方向に伸

びる北東コーナ一部から東壁の一部を検出し、それ以

外は確認て‘‘きなかった。西側は第3号住居跡が、やや

深く掘り込んて、いるため本住居跡の壁は確認てきず、

1主居の規模を判断することはてきなかった。このため

検出した遺構部分は、北東側の壁および床面の一部て‘

あった。

住居跡の平面形態、規模は不明てある。カマドの位

置も不明てあることから主軸方位が判断て‘‘きないが壁

の方向から判断すると概ねN-75°-Eてある。

床面は、確認面から 5c両見と浅い掘り込みてあった。

ローム面を床面としやや硬化面をもつ。壁溝は検出さ

れず、壁の立ち上がりは緩やかてある。

出土遺物は検出されなかった。
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第7図 第 1 • 2 • 3号住居跡
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第1号住居跡カマド Pit5 

1 黒褐色土 (10YR3/2) 焼土粒子、炭化粒子を少羅含む (SJ2• 3、Pit2
の2層に同じ）

2 黒褐色土 (10YR3/2) ローム粒子を少醤、焼土粒子、炭化粒子を含む
3 黒色土 (10YR2/1) ローム粒子を多醤含む

4 黒色土 (10YR2/1) ロームプロックを多量含む

5 暗褐色土 (10YR3/3) ローム粒子を少昼、焼士粒子、炭化物を含む
6 黒褐色土 (10YR2/3) 焼土プロック、炭化物を多量、ローム粒子を少量含む
第2• 3号住居跡 Pit2 SB! Pit! 
l 黒色土 (10YR2/l) ローム細粒子を微量、径 5皿～IOIIllilの砂利を含む
2 黒褐色土 (10YR3/2) 焼土粒子、炭化粒子、鉄分少監、白色細粒子含む
3 黒掲色七 (10YR2/3) 白色細粒子微星、炭化粒子、ローム粒子、ローム

プロックを含む

4 黒褐色上 (IOYR3/2) ロームプロックを多量、ローム粒子、黒色粘土

プロックを含打

5 黒褐色± (10YR2/2) ロームプロックを多醤、焼上粒子を少塁含む
6 黒褐色土 (10YR2/2) 焼土粒子、炭化粒子を少星、ローム粒子、ローム

プロックを含む

7 暗褐色土 (10YR3/3) ロームプロックを含訂

8 黒褐色．t, (10YR2/3) 焼土粒子、炭化粒子、ローム粒子を多蟄含む
9 黒褐色土 (IOYR2/3) 焼土粒子、炭化粒子を少屋、ロームプロックを多贔含む
10 褐色f-. (10YR3/3) 焼土粒子、炭化粒子を少贔、ロームプロックを多屑含む

第 3号住居跡（第7図）

調査F区東端のH-3グリッドに位置する。調査区

は幅1.2mと狭く、北側と南側は調査区域外となり遺

構が伸びる。また、東側も調査区域外となり遺構が伸

びる。 1主居跡の全体が不明て‘ある。

遺構部分は、東壁と床面の一部のみてあった。

住居跡は、三方が調査区域外てあるため平面形態、

規模を判断することはてきなかった。 また、 1主居跡しこ

敷設されるカマドや貯蔵穴ならびに柱穴も確認てきな

かった。主軸方位は、

このため検出した

カマドの位置も不明て‘‘あること

から判断て‘きないが壁の方向から判断すると S-

78°-Eてある。

床面は、確認面から 10cm前後と極めて浅い。断面観

察て‘も認められたが第4層はシルト質て‘ロームブロッ

クを多く含むことから張り床と考えられる。壁溝は検

出されず、壁は直立して立ち上がる。

出土遺物は、土師器杯・甕の破片と図示した須恵器

甕の胴部破片（第8図7)を検出した。

恵器甕の胴部破片とみられ、

7は小型の須

末野産てある。調整は、

外面に乎行叩きを施し、内面に青海波文が残る。また、

図示てきなかったが土師器甕の小破片は日縁部下端か

ら胴部にかけての一部て外面には横方向のヘラケズリ

がみられた。
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第8図 第 I • 3号住居跡出土遺物
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第 1表 第 I• 3号住居跡出土遺物観察表（第 8図）

番号 器種 日径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

1 土師器杯 (12.8) (2.6) ABCDF 普通 赤褐色 5 s J -1カマドNo.l 暗文

2 土師器鉢 (8.8) (3.6) ABDF 普通 黒褐色 10 SJ -1カマドNo.l 

3 --L師器小烈甕 (15 4) (2.8) ABDF 普通 暗褐色 5 s J -lカマド

4 土師器甕 (2 8) (4 1) ABCDEF 普通 褐色 20 SJ-1カマド

5 上師器台付甕 (1.6) 8.9 ABCD 将通 褐色 40 SJ-1カマド

6 須恵器坪 (13 8) (1.9) ABC片 普通 灰色 5 s J -1カマド 末野産

7 須恵器甕 ACF 普通 褐灰色 s J -3 

第2表 第 I• 3号住居跡出土遺物計量表

遺構名 区 計星値 土師坪頷 上師甕類 士師壺類 須恵坪類 須恵甕類 須恵壺類
その他 中・近世

S J -1 F 破片数（片） 7 22 3 

S J -1 F 重量(g) 35.8 258.2 6.5 

S J -3 F 破片数（片） 1 1 1 

S J -3 F 重量(g) 2.9 4.2 17 2 

第4号住居跡（第9図）

調査E区中央やや東側のD•E-2 グリッドに位置

する。調査区は輻1.2mと狭く、北側は調査区域外とな

り遺構が伸びる。このため、住居跡は南壁と東西壁の

一部を確認て‘き、北側に伸びる東西壁および北壁は不

明てある。住居跡全体の規模を判断することはてきな

かった。重複関係は、本住~呂跡の外側に第15号住居跡

が位置する。また、東側には第5号住居跡、第23号住

居跡、第20号土墟が位置する。

住居跡の平面形態は、小型の方形と推定される。規

模は東西軸2.42m、南北軸0.91+£m、深さ0.12mて‘

ある。主軸方位は、カマドが検出てきないため不明て‘‘

あるが東西軸の方位はS-77°-Eて‘ある。

床面は、南側半分ほどが検出された。地山のローム

を利用し、緩やかな凹凸をもつ。床面上には微鼠の炭

化物粒子と焼土粒子が確認された。床面は比較的堅く

踏み固められていた。

周溝は、調査範囲にかかる壁部の直下て‘‘全て確認て‘‘

きた。輻12cm、深さ 8cmてある。

柱穴は、住居跡南半部て‘‘あることから 2ヶ所検出し

た。p1は西壁から約0.38mの位置に掘り込まれてい

た。直径0.18m、深さ0.20mて‘‘あった。 P2は東壁か

ら約0.38mの位置に掘り込まれていた。直径0.22m、

深さ0.20mてあった。p1とP2の柱穴間隔は1.50m

てあった。掘り込まれた柱穴の位置は両柱穴とも壁か

ら同じ位置てあった。

調査範囲が狭いため貯蔵穴、カマドは検出てきなか

った。

出土遺物は、土師器甕、須恵器甕などを検出した。

遺物はいずれも小破片てあり、全体の器形を留めるも

のはなかった。図示した遺物は第9図1• 2てある。

いずれも土師器甕の底部破片てある。 1は二次的焼成

を受け内外面とも黒褐色をしている。底部外面は丁寧

なヘラケズリ調整を、内面はナデ調整を施している。

2は内外面とも暗褐色をしている。底部外面は細かな

ヘラケズリ調整を、内面はナデ調整を施している。 1.

2ともに器肉がやや厚く丸底気味に開いて立ちあがり、

推定底径は7.Ocmとやや大きい。
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第5号住居跡（第9• I 0図）

調育E区中央やや東側のE-2グリッドに位置する。

調査区は輻1.2mと狭く、北側および南側は調査区域

外となり遺構が伸びる。このため、住居跡はカマドの

一部、東壁と南壁の一部を確認した。カマドは東壁に

敷設されているが、中心部から右袖にかけて検出て‘き、

北側に伸びている。住居跡全体の規模を判断すること

はて‘‘きなかった。重複関係は、本住居跡の西側に第23

号住居跡が位置する。また、その東側には第4号住居

跡、第15号住居跡、第20号土痰が位置する。

住居跡の平面形態は、方形と推定される。規模は東

西軸l.22+£m、南北軸1.20+£ m、深さ0.29mて‘あ

る。主軸方位は、 N-85°-Eて‘ある。

床面は、 1且号跡の南東コーナ一部分のみ検出てきた。
地山のロームを利用し、緩やかな凹凸をもつ。床面上

には微量の炭化物粒子と焼土粒子力苅餌忍された。床面

は比較的堅く踏み固められていた。

カマドは、東壁に設置されていた。壁からの掘り込

みはほとんど認められず、わずか東側へ0.10m程て‘住

居内に袖が長く伸びて検出された。右袖は地山のロー

ム土を掘り残して構築されている。袖幅0.18m、長さ

l.OOmてあった。掘り込みの深さは、床面から10c碕呈

てある。カマドの形態は隅丸方形てある。焚き口が最

も広くなっており幅50+£cm、燃焼部と煙道部との境

はわずかに段をもち、底面は緩やかに立ち上がる。煙

道部分は短く直に立ち上がる。側面は底面から直立し

て立ち上がり、被熱により焼土化している。カマド埋

土は、第5層に焼土粒子が多く認められ、ローム粒子

が多いことから、天井の崩落土の可能性が考えられる。

周溝、柱穴、貯蔵穴は検出てきなかった。

出土遺物は、土師器杯・甕などを検出した。遺物は

いずれも小破片てあり、全体の器形を留めるものはな

かった。図示した遺物は第10図1• 2て‘‘ある。いずれ

も土師器杯の日縁部破片てある。 1は日唇部と体部中

位の外面に輪積み痕が明瞭に残る。内面は丁寧な横ナ

デを施し平滑て‘ある。 2も1と同様の手法によるが、

外面は横ナデを施し、やや丁寧に仕上げている。この

ほか土師器甕の胴部破片を検出している。

第15号住居跡（第9図）

調査E区中央やや東側のD•E-2 グリッドに位置

する。調査区は輻1.2mと狭く、北側および南側は調査

区域外となり遺構が伸びる。このため、住居跡は中央

部の一部、東壁と西壁の一部を確認した。 1柑習跡全体
の規模を判断することはて‘‘きなかった。重複関係は、

本住居跡の中央に第4号住居跡、東側に第23号住居

跡、第5号1主居跡が位置する。また、東壁には第20丹
土堀が位置する。

住居跡の平面形態は、方形と推定される。規模は東

西軸3.98m、南北軸1.20+£ m、深さ0.06mて‘ある。

主軸方位は、カマドが検出てきないため不明てあるが

東西軸の方位はS-8T-Eて‘ある。

床面は、住居跡の中央部分と考えられる。地山のロ

ームを利用し、緩やかな凹凸をもち比較的堅く踏み固

められていた。中心部分は第4号1打居跡によって切り
込まれ凹む。

周溝は、調査範囲にかかる東壁・西壁部分の直下て‘‘

全て確認て‘‘きた。幅12~16cm、深さ8~12cmてある。

カマド、柱穴、貯蔵穴は検出てきなかった。

出土遺物は、検出されなかった。

第23号住居跡（第9図）

調査E区中央やや東側のE-2グリッドに位置する。

調査区は輻1.2mと狭く、北側は調査区域外となり遺

構が伸びる。このため、住居跡は南側の一部、東壁の

一部を確認した。住居跡全体の規模を判断することは

てきなかった。重複関係は、本住居跡の西側に第4号

1主居跡、東側に第5号住居跡が位置する。また、南壁
の西寄りに第20号土堀が位置する。

1主居跡の平面形態は、方形と推定される。規模は東
西軸2.42+£m、南北軸1.10+£m、深さ0.04mて‘あ

る。主軸方位は、カマドが検出てきないため不明て‘あ

るが、東西軸の方位はS-78°-Eて‘ある。軸方向は第

4号住居跡とはぼ同じてあることから軸をそろえた立

て替えの住居跡と考えられる。両住居跡の関係が注意

される。
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第9図 第4 • 5 • 15 • 23号住居跡・出土遺物
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第5号住居跡

1 灰黄褐色土 (10YR4/Z) しまり良し 径 2c皿前
後の炭化物、焼土粒子多量含む

2 暗褐色土 (10YR3/3) しまり良し 焼土粒子
、炭化物少量含む

3 褐灰色土 (10YR4/1) しまり良し 炭化物を
若干含む

4 黒渇色土 (7. 5YRZ/Z) 径 1~Zc瓜の焼土プロ
ック、焼土粒子を多醤、炭化物を

若干含む

5 黒褐色土 (10YR3/1) 焼土粒子、ローム粒子
を多最、炭化物を若千含む

6 黄褐色土 (10YR4/3) ローム粒子を若干、焼
土粒子を少量含む

7 灰黄褐色土 (10YR4/2) 地山粒子、炭化物を多
量含む

床面は、住居跡の南半部分と考えられる。地山の
ロ

ームを利用し、中央部分が高く地山を掘り残して
つく

られ、周囲は深いところて約40c而岩屈り込み張り床を

施す。ドーナツ型の掘り方をもつ住居跡と推定さ
れる。

西側は第15号住居跡によって切り込まれ、西壁を検出

することはてきなかった。

周溝カマド、柱穴、貯蔵穴は検出て‘きなかった
。

出土遺物も、検出されなかった。
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第3表 第4号住居跡出土遺物観察表（第 9図）

番号I 器種 日径 I器高 I底径 胎土 l焼成 l色調 l残存率l 出土位置 備 考
1

2

 

土師器甕

土師器甕

(7.0) IAEF片

(7.0) IABDF 

普通暗褐色 15 

良好黒褐色 20 

カマド

カマド

第4表 第4号住居跡出土遺物計量表

遺構名 i 区 1 計量値 1 土師杯類 1 七師甕類 I土師壺類 I須恵坪類 I須恵甕類 I須恵壺類 I その他 I 中・近世
s J-4I E 1破片数（片）
s J -4 I E 重量(g) 7

 

ー＿ー
4 

46.0 

1 

17.0 

第 5表 第5号住居跡出土遺物観察表（第10図）

番号 器種 日径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存割 出土位置 | 備 考
1 土師器杯 (11 8) (4 3) ABCDF片 普通 褐色 20 

2 土師器坪 (12.8) (2.8) ABCDF 良好 荼褐色 10 I No. 3 

第 6表 第5号住居跡出土遺物計量表

遺構名 I 区 I 計量値 I土師杯類 I土師甕類 I上師壺類 I須恵杯類 I須恵甕類 I須恵壺類 I その他 I 中・近世
s J-5I E 1破片数（片）
s J -5 I E 重量(g)

2 

31.0 5
 

8

2

 

-12 

第6号住居跡（第11図）

調査A区中央のD•E-2 グリッドに位置する。調

森区は輻3.0mと狭い。北側は調査区域外となり遺構

が伸びる。このため、住居跡は南側の一部、東壁、西

壁の一部を確認した。住居跡全体の規模を判断するこ

とはて‘‘きなかった。重複関係は、認められなかった。

1打吾跡の平面形態は、方形と推定される。規模は東

西軸2.74m、南北軸0.60+£m、深さ0.33mて‘ある。

主軸方位は、カマドが検出てきないため不明て‘‘あるが

東西軸の方位はN-87°-Eてある。

住居跡の埋土は自然堆積と考えられるが、第2~6

層は焼土粒子が多量に含まれ、ロームブロックが混在

第11図第6号住居跡

卓° A 

することから短時間に埋まったと推定される。また、

床直上の第5層と第6層は焼土粒子・炭化物を多量に

合むことから焼失家屋の可能性が考えられる。

疇iは、 1賊号跡の南半部分を検出した。地山のロー

ムを利用し、ほぱ平坦て‘ある。

周溝は、調査範囲にかかる東壁から南壁および西壁

部分の直下て全て確認て‘‘きた。幅13cm前後、深さ 6cm

てある。周溝埋土はしまりのない柔らかな黒褐色土を

主体とする。

カマド、柱穴、貯蔵穴は検出てきなかった。

出土遺物はわずかてあり、第1層からは土師器甕の

器肉の薄い胴音随皮片が検出された。

第6号住居跡

1 黒褐色士 (10YR3/2) しまり良し 焼士粒子、炭化物、土器の小片を含む
2 黒褐色土 （10YR3/1) しまり良し 1層よりも軟らかい。焼土粒子を多足含む
3 黒褐色土 (10YR2/2) しまり良し ローム粒子を若干、焼土粒子を多量含む
4 暗褐色上 (10YR3/3) 軟らかい土 焼土微粒子を多屎含む
5 暗褐色士 (10YR3/4) やや粘性有りローム粒f・、焼土粒子、炭化物多量含む
6 暗褐色土 (!OYR4/4) ザクザクの土焼土粒子、炭化物を多星、黒褐色土含む
7 黄褐色七 (10YR4/3) しまり良し 黒褐色上粒子を若干含む
8 暗褐色ナ (10YR3/3) ローム粒子を多蟄、炭化物を少最含む
9 灰黄褐色土 (10YR4/2) 粘性有り 鉄分を多醤含む

10 褐色土 (10YR4/4) ザクザクの土黒褐色土を多量含む

゜
2m 
1 :60 

第7表 第6号住居跡出土遺物計量表

遺構名 1 区 1 計贔値 1 土師坪類 I 土師甕類 I土師壺類 I須恵杯類 I須恵甕類 I須恵壺類 I その他 I 中。近世
s J-61 A 1破片数（片）
s J -6 I A 重量(g)

゜
2
一
3 7
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第7号住居跡（第12図）

調査A区の西端側のC-1•2 グリッドに位置する。

北側は調査区域外となり遺構が伸びる。東側は倒木痕

によって住居跡は壊されている。 このため、住居跡は

南西コーナーの一部を確認した。南東コーナーは住居

跡の掘り込みも浅いため検出てきず、住居跡全体の規

模を判断することはてきなかった。

住居跡の平面形態は、不明て‘‘ある。規模は東西軸

0.68+£m、南北軸0.50+£m、深さ0.07mてある。

主軸方位は、 カマドが検出てきないため不明て‘あるが

東西軸の方位はS-88°-Eてある。軸方向は第6号住

居跡とほぼ同じてあることから軸をそろえて住居跡が

構築されていると考えられる。両住居跡の関係が注意

される。

床面は、住居跡の南西コーナ一部分のみ検出された。

地山のロームを利用し、確認面からの掘り込みは浅く、

平坦て‘ある。

東側は深さ0.70m、上幅て‘‘1.84mの倒木痕によって

大きく壊されており、南壁は確認てきない。また、東

壁は、掘り込みが浅いためか、あるいは、倒木痕の範

囲内の規模によるものか不明だが検出することはてき

なかった。

周溝は、調査範囲にかかる南西壁部分の直下て確認

てきた。幅18cm、深さ10cmて‘あった。

カマド、柱穴、貯蔵穴は検出てきなかった。

出土遺物は、少贔検出された。

第12図 第7号住居跡
I'’.,1'

↓
 

A 

A 53.4 
A' 

第 7号住居跡

1 黒褐色土 (10YR3/1) フカフカの上 径3~5c皿の地山プロックを
含む

2 黒褐色七 (10YR2/2) フカフカの土 径2cm前後の地山プロック
を含む

。
2m 
1: 60 

第 8表
， 

追構名

S J -7 

SJ -7 

第7号住居跡出土遺物計量表冒 1 土師杯類＇ 土師
甕類

1 

4.0 

土師壺類 須恵坪類 須恵甕類 須恵壺類 その他 中・近世

第8号住居跡（第13図）

調査E区西側のB-2グリッドに位置する。北側は

調査区域外となり遺構が伸びる。

住居跡は南東コーナーの一部を確認した。

は、

コーナー

部分はやや隅丸方形をしていた。住居跡全体の規模を

判断することはてきなかった。

住居跡の平面形態は、不明てある。規模は東西軸

1.82m、南北軸1.80m、深さ0.18mてある。主軸方位

カマドが検出てきないため不明て‘あるが東西軸の

方位はS-67°-Eてある。軸方向は他の住居跡とはや

や異なる。

1謬跡の埋土は、 4層の堆積層からなる。第2層は

地山粒子・焼土粒子を多量に含み床面直上に堆積して

いた。 1主居跡とした板拠は覆土の土層堆積の様子から

判断した。

床面は、住居跡の南東コーナ一部分のみ検出された。

地山のロームを利用し、確認面からの掘り込みは浅く、

平坦て‘‘ある。

柱主穴は、

に掘り込まれ直径27cm、深さ40cmてあった。

周溝、

1ヶ所検出てきた。南壁から43c頑呈の位置

カマド、貯蔵穴は検出てきなかった。

出土遺物は、ほとんど検出されなかった。わずかに、

南壁際の床面直上から自然石が4点まとまって検出さ

れた。
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第13図第8号住居跡

も
／

A 53.5 

二］
I 
丁

A' 

“) 

I : 露心訳
第8号住居跡

1 黒褐色土 (10YR3/l) 焼上粒子を少屈含む
2 黒褐色土 (10YR2/3) 焼ヒ粒子、炭化物を多品、鉄分を含む
3 暗褐色土 (10YR3/4) 砂質＿十

4 黄褐色土 (10YR3/4) 地III粒子を多呆、焼土粒r、炭化物を
若Tf含む

第8号住居跡Pitl

1 褐色土 (10YR4/4) しまり良し地山粒子を多昼含む
2 褐色上 (10YR4/6) しまり良し地山粒子を多旦、鉄分を

含む

3 灰黄褐色土 (10YR4/2) しまり良し 烹色土を若干含む

゜
2m 
I: 60 

第9表 第8号住居跡出土遺物計量表?:: I : I破］：：） I 土師坪類 1 ：L師甕類 I 土師壺類 1 項恵坪類 I ク員恵甕類 I ク頁恵壺類 I そ：他 1 中・近刊

SJ -8 I E I 重量(g)
2.3 

第9号住居跡（第14• 15図）

調査c区東側のM-2グリッドに位置する。調査区
は幅2.0~1.5mと狭く、北側および南側は調査区域外

となり遺構が伸びる。また、東側も C区東端にあたり

調査区域外となる。第9号住居跡を検出した地点から

は、幅6.5mの距離の中に 9軒の住居跡の重複が確認

され、第10• 11・12・ 13・ 16・ 17・ 18号住居跡が存在

する。

本住居跡は、検出した 9軒の住居群の中の中央部分

に位置し、北壁と西壁の一部を確認した。南側に伸び

る南壁および西壁の一部は不明て‘‘あり、東側も調査区

域外となることから東壁および北壁の一部は不明て‘‘あ

る。このため、 111国跡全体の規模を判断することはて‘‘
きなかった。重複する遺構は、断面観察から本1村習跳
の上層部分に第10• 17 • 18号住居跡が存在する。ま

た、本住居跡に切られる第11• 16号住居跡が存在し、

西側に第12• 13号住居跡が位置している。

住居跡の平面形態は、方形と推定される。規模は東

西軸3.40+£m、南北軸1.40+£m、深さ0.24mて‘‘あ

る。主軸方位は、カマドが検出てきないため不明て‘ぁ

るが東西軸の方位はN-90°-Eてある。

住居跡の埋土は断面観察の第9~12層てある。

床面は、北側部分が検出された。地山のロームを利

用し、ほば平坦て‘ある。床面上には徴最の炭化物粒子

と焼土粒子が確認された。床面は比較的堅く踏み固め

られていた。

柱穴は、住居跡北半部て‘あることから 2ヶ所検出し

た。p1は北壁から約0.72mの位置に掘り込まれてい

た。直径0.27m、深さ0.08mてあった。 P2は北壁か

ら約0.62mの位置に掘り込まれていた。直径0.29m、

深さ0.12mてあった。p1とP2の柱穴間隔は中心部

て2.50mて‘あった。掘り込まれた柱穴の位置は両柱穴

とも壁からほぱ同じ位置て‘‘あった。

周溝は、検出されず、調査範囲が狭いため貯蔵穴、

カマドは検出て‘‘きなかった。

出土遺物は、土師器杯・皿・甕、須恵器杯・皿・蓋

などを検出した。遺物はいずれも小破片てあり、全体

の器形を留めるものはなかった。図示した遺物は第16

図1~22てある。重複が多く第9号住居跡の上層にも

住居跡が存在していたことから遺物は他時期のものが

認められた。しかし、いずれの遺物も第9丹住居跡と

して取り上げを行った。遺物分布図（第16図）および

出土レベルなど詳細に検討すると、 4~8の土師器杯、

12の暗文坪、 16の須恵器蓋、および、 22の須恵器坪は

上層に存在する第10・ 17・ 18号住居跡の出土遺物の可

能性がある。

本住居跡に伴う遺物は、 1~3、9、10の土師器

杯、 11の暗文杯、 13~15の土師器皿と考えられる。
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第14図 第 9~|3• 16~18号住居跡
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C区南壁（第 9• 10 • 11 • 12 • 14 • 16 • 17 • 18号住居跡 Pit24 • Pi t26) 

1 暗褐色上 (7.5YR3/4)しまり良し 焼上粒子を多盟、地Lll粒子を若干含む

2 灰褐色土 (7. 5YR4/Z) 2屑よりもしまり良し 焼土粒子、炭化物を多昼、

地山粒子を若干含む

第 18号住居跡

3 暗褐色土 (7.5YR3/3)炭化物を多星含む 側壁と底面は焼土化

SJ-18の煙道部分

第9号住居跡

4 黒褐色土 (10YR2/3) 焼土粒子を多足含む

5 黒褐色．t (10YR3/1) 径 2~3cmの焼tプロックを多呂含む

6 黒褐色土 （10YR3/2) しまり良し 焼土粒fを多塁含む

第 17号住居跡

7 黒褐色土 (10YR2/2) 地山粒子を多塁、焼土粒子、炭化物を少贔含む

8 黒褐色士 (10YR3/1) 地山プロック、炭化物を多是含む

第9号件居跡

9 賠褐色ヒ (10YR3/3) 地l[I粒孔焼土粒チ、炭化物を若干含む

10 褐灰色（10YR4/1) 地山粒fを少ほ含む

11 灰黄褐色土 （10YR4/Z) 炭化物、地1且粒子を多蜀含む

12 黒褐色土 （10YR3/2) 焼土粒子、炭化物を多尿含む

第 11号住居跡

13 黒褐色t (7.5YR2/Z)焼土粒・fを少品含む

14 黒褐色土 (7.5YR3/1) 13展に比し焼土粒fを名量、地LII粒fを若干含む

15 焦褐色土 (10YR3/1) しまり良し ロームプロックを含む

16 黒褐色土 (10YR2/2) 地ti」粒子を若丁、焼上粒f、炭化物を多足含む

第 16号住届跡

17 黒褐色土 (10YR3/l) しまり良し 地山粒子、焼土粒子、炭化物を多屎含む

18 灰黄褐色土 (10YR4/2) やや粘性有り 地山プロックを含む

C区Pit24

19 黒色土 (10YR2/l) 地山粒子、炭化物を少醤含む

20 黒褐色土 （10YR3/1) やや粘性有り 地且l小プロックを多量含む

第 12号仕居跡

21 黒褐色t (lOYRZ/3) しまり良し 炭化物を少醤含む

22 暗褐色七 (10YR3/3) しまり良し 地山粒—fを多量含む

23 黒褐色t (10YR3/2) しまり良し 焼土粒子、炭化物を少呆含む

24 褐灰色土 (10YR4/l) しまり良し 地lll粒子、地山プロックを含む

25 黒褐色土 (2.5Y3/1) 地IlJ粒子を多昂、炭化物を若干含む

C区Pit26

26 黒褐色土 (10YR2/2) 地山粒子を多ば、焼土粒子を若干含む

27 黒褐色土 (10YR3/2) 地山プロソクを多畢含む

第 10号住居跡

28 黄橙色七 (lOYR6/3) 径約 4~8cmの焼 1プロックを部分的に含む（カマドの

夭井が崩落した粘土）

29 黒色 土 (lOYRZ/1) 径3~4cmの地山プロソクを含む

30 黒褐色土 （10YR2/2) 炭化物を多品、径 2~3cmの粘」プロックを含む

31 黒 色土 （lOYRl.7/1) 径4cm前後の地lilプロックを多餐含む

32 灰黄褐色十 (lOYR6/2) 焼i：粒f、炭化物を含む（カマド内の灰層）

33 明黄褐色l: (10YR7 /6) 粘杵打り 炭化物若干含む（カマド掘り方の内ピット）

第 17号住居跡

34 暗褐色 1-. (10YR3/3) やや粘件有り 地山粒子を多贔含む
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第15図 第 9~13号住居跡柱穴

調
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第 9号住居跡Pit1 

1 黒褐色土 (10YR3/l) 地山粒子を若干含む
2 黒褐色土 (lOYRZ/2) 地山粒子を多忌含む
3 灰黄褐色上 (10YR5/Z) やや粘性有り 炭化物を多曼含む
PitZ 

1 黒褐色土 (10YR3/l) 地山粒子を若干含む
2 黒掲色土 (lOYRZ/2) 地lII粒子を多撼含む
3 灰黄褐色土 (10YR5/Z) やや粘性有り 炭化物を多塁含む
第 10号住居跡Pit!
1 褐灰色土 (10YR4/l) 地山粒子を多煽、炭化物を少量含む
2 黒褐色上 (10YR3/1) 地山粒子を多呆、焼土粒子、炭化物を若干含む
3 灰黄褐色le (10YR5/Z) 粘性有り 炭化物を含む

第 11号住居跡Pitl

1 黒褐色上 (lOYRZ/2) 地山粒子を若干含む
2 褐灰色土 (10YR4/1) 粘性有り 炭化物を多娯含む
3 黄橙色上 (10YR6/3) 粘性有り 黒色上、炭化物を含む
4 黄橙色上(10YR6/4) 粘性有り しまり良し 炭化物含む
Pitz 
1 黒褐色-t (lOYRZ/2) 地llJ粒子を多星含む
2 褐灰色土 （10YR4/1) しまり良し 炭化物を若千含む
3 灰黄褐色土 (10YR5/2) しまり良し 炭化物を若干含む

゜
2m 
I: 60 

第 12号住居跡Pit!

1 暗褐色上 (10YR3/3) やや粘性有り 炭化物を含む
2 黄褐色土 (10YR4/3) 粘性有り 地山粒子を含む
Pitz 
1 黒褐色七 (10YR3/1) 炭化物を多貸含む
2 暗褐色十 (10YR3/4) 地I且プロックを含む
3 黄褐色土 (10YR4/3) やや粘性有り 炭化物を含む
第 13号住居跡Pit!
1 黒褐色土 (10YR3/1) 径 5~7cmの地山プロックを含む
2 褐灰色土 (10YR4/1) フカフカの I: 炭化物を多是含む
3 灰黄褐色土 (10YR6/2) しまり良し 炭化物を若干含む
Pitz 
1 褐灰色土 (10YR4/l) 地山粒fを多量含む
2 黄褐色土 (10YR5/4) 地山プロックを含む
3 灰黄褐色上 （10YR4/2) フカフカの土 炭化物を含む

土師器杯は、いずれも丸底の北武蔵型坪の範疇てゞと

らえられるものて‘‘あるが、

れ、 タイプが異なる。 1は日唇部直立し、

く、推定口径10.0cmと小型てある。

ナデが短くわずかに内湾する。

調整となり屈曲をもつ。

内湾する。

日縁部の形態に差が認めら

わずかに開

2は日縁部のヨコ

口縁部と体部の境は未

3は1に類似するがわずかに

9、10は日縁部が直線的に立ち上がり、体

部下端に丁寧なヘラケズリを施す。いずれも体部外面

に未調整部をもつ。 11は日唇部を欠損する。 日縁部は

横ナデを施し、体部外面に未調整部をもつ。体部下端

からヘラケズリを施している。内面は不均質て‘あるが

上から底部に向かって細い工具により細かい間隔て放

射状暗文を施している。

土師器皿は、 13、14が口縁部を外に大きく開く皿て‘

ある。 15は皿てあるが13・ 14の形態とは奥なり、器高

も浅い。

とは、

日縁部が短く、 日唇端部の内面に面をもち、

断面三角状になりやや尖る。両者の形態が共伴するこ

この時期の大きな特徴て‘あると考えられる。
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第16図 第 9 。||.16号住居跡遺物分布図・出土遺物
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第10表第9号住居跡出土遺物観察表（第16図）

番号 器種 日径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

1 土師器坪 (10. 0) (2 2) ABCDF 普通 褐色 10 東半分

2 土師器坪 (10.8) (2.2) ABCF 普通 明褐色 15 No. 8 

3 土師器坪 (11 5) (2.6) ABCF 普通 明褐色 5 

4 土師器坪 (10.6) 3.4 (7 3) ABDF 普通 明褐色 30 No. 3 

5 土師器杯 (10.4) 3.2 (7 7) ABCD 良好 赤褐色 40 No. l 

6 土師器坪 (11.0) 3.4 (8.0) ABDF片 普通 明褐色 20 No. 9 

7 土師器坪 (12.1) (3.2) BCD 将通 褐色 15 No. 6 
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番号 器種 n径 器高 底径 胎上 焼成

8 土師器杯 (12.3) (2.6) ABCDF 将通， 土師器坪 (11.9) (2.6) ABDF 普通
10 土師器杯 (15 2) (2.6) ABCDF 普通
11 土師器杯 (2.3) ABF片 普通

12 士師器杯 (12. 0) (3.5) (8.6) ABDF片 将通
13 土師器皿 (17.0) (2 0) ABCD 普通
14 土師器皿 (14 8) (2.0) ABCDF 普通
15 土師器皿 (17 6) (1.5) ABDF片 将通
16 須恵器蓋 (1.4) (5. 9) AF片 普通

17 須恵器蓋 (15. 7) (1 4) ACDF片 良好

18 須恵器蓋 (16 0) (1 0) CDF片 普通

19 須恵器杯 (11.0) (2.3) F針 良好

20 須恵器坪 (12.0) (2.6) DE片 普通

21 須恵器杯 (3 7) (5. 7) ADF 良好

22 須恵器昇 (1.0) (6.4) BDF片 将通

23 七師器杯 (1.0) (6.8) ACDEF 良好

第11表 第9号住居跡出土遺物計量表

遺構名 区 計祉値 土師坪顆 土師甕類 土師壺類

SJ -9 C 破片数（片） 79 108 

SJ -9 C 重罷(g) 397.2 341.4 
S J -9.11 C 破片数（片） ， 13 
S J -9.11 C 重鼠(g) 64.4 82 5 

SJ -9~13 C 破片数 6 5 
SJ -9~13 C 重量 12.6 15 3 

第10号住居跡（第14• 15図）

調査c区東側のM-2グリッドに位置する。調査区
は幅2.0~1.5mと狭く、北側および南側は調査区域外

となり遺構が伸びる。また、東側も C区東端にあたり

調査区域外となる。 9軒の住居跡の重複が確認され、

第9・10・11・12• 13 • 16 • 17 • 18号住居跡が存在す

る。

本住居跡は、第9号住居跡を切り込んて‘‘造られ、新

しい遺構て‘‘ある。検出部分はカマドの敷設された北壁

と西壁の一部を確認した。南側に伸びる南壁および西

壁の一部は調査区域外となり不明て‘ある。東側も調査

区域外となることから東壁および北壁の一部は不明て‘

ある。このため、 1主居跡全体の規模を判断することは
てきなかった。重複する遺構は、断面観察から本住居

跡の上層部分に第17• 18号住居跡が存在する。また、

本住居跡に切られる第9• 11 • 16号住居跡が存在し、

西側に第12• 13号住居跡が位置している。

住居跡の平面形態は、方形と推定される。規模は東

色調 残存率 出上位置 備 考

褐色 10 No. 7 

褐色 5 

明褐色 10 No.16 

褐色 5 東半分 暗文

褐色 20 No. 5 暗文

明褐色 5 西半分

褐色 5 西半分

明褐色 5 東半分

褐灰色 15 No. 2 末野産

青灰色 5 末野産

淡灰色 5 末野産

暗灰色 10 西半分 南比企産

青灰色 5 東半分 末野産

淡灰色 10 体部外面自然釉付着群馬？

灰色 80 No.14 末野産

橙褐色 10 酸化炎焼成のロクロ上師器

須恵坪類 須恵甕類 須恵壺類 その他 中・近世

15 

110.1 

5 4 

31.8 56.3 

1 1 

26.0 124.3 

西軸1.55+£m、南北軸1.67+£m、深さ0.23mてあ

る。主軸方位は、カマド軸N-1 °-Eて‘ある。東西軸

の方位はS-1 °-Eて‘ある。

住居跡の埋土は断面観察によると第9号住居跡の覆

土てある第9層を切り込む本住居跡の第7• 8層を確

認した。

床面は、北西コーナ一部が検出された。地山のロー

ムを利用し、ほぱ平坦て‘‘ある。床面上には微量の炭化

物粒子と焼土粒子が確認された。貼り床は認められな

かった。床面は比較的堅く踏み固められていた。

カマドは、北壁に設置されていた。煙道部は北側の

調査区域外に伸び、東側も調査区域外のため西側半分

のみ検出てきた。カマドの形態は凸型と推定される。

壁からの掘り込み長さは0.62+£m、焚き日幅0.63+

£mてある。左袖は地山の掘り残しとみられ、南側へ

裾部て‘‘輻18cm、長さ23cm程住居内に伸びて検出され

た。掘り込みの深さはほとんど認められず、焚き口は

床面から連続し平坦て‘ある。燃焼部と煙道部との境は
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わずかに段をもち、底面は緩やかに立ち上がる。側面

は底面から直立して立ち上がり、被熱により焼土化し

ている。カマド埋土は第28~33層て‘ある。第28層は黄

橙色土て直径4~8cm程の焼土ブロックが含まれ天井

の崩落粘土と判断した。第32層は灰黄褐色土て‘‘焼土粒

子、炭化物を含み灰層と判断した。

柱穴は、住居跡北西コーナーてあることから 1ヶ所

検出した。 Plは北壁から約0.94m、西壁から0.78m 

の位置に掘り込まれていた。直径0.30m、深さ0.21m

てあった。

周溝は、調査範囲にかかる北西壁部分の直下て確認

てきた。輻19cm、深さ 4cmてあった。

出土遺物は、第9号1打居跡と混在しているため明瞭

に分離て‘きないが出土状況から判断して土師器坪． lII1、

甕、須恵器杯、 lII1・蓋などを検出した。遺物はいずれ

も小破片てあり、全体の器形を留めるものはなかった。

図示した遺物のうち遺物分布図（第16図）および出土

第12表第10号住居跡出土遺物観察表（第17図）

第17図 第10号住居跡出土遺物
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レベルなど詳細に検討すると、第16図4~8の土師器

坪、 12の暗文坪、 16の須恵器蓋は上層に位置すること

から本住居跡の出土遺物の可能性がある。

土師器杯は日縁部から体部にかけて緩やかな屈曲を

もち、底部は平底となる。調整は日縁部にヨコナデを

施し、体部外面は未調整、底部外面にヘラケズリを施

す。 4、6は底部から体部にかけて丸味をもつ。 5、

7、8は日唇部の内側にわずかてあるが膨らみをもつ。

12は平底0)暗文杯て、器肉がやや厚い。 16は須恵器の

蓋て‘胎土から末野産と考えられる。

番号I 器種 日径 I器高 I底径 I 胎土 I焼成 I色調 I残存率I 出土位置
備 考

1 1 土師器坪 |~I IABD 普通 I橙褐色 I 5 

第13表 第10号住居跡出土遺物計量表

：門。 1: I破］：：●） I 1坪類 1 土師甕類|t師壺類 1 須恵坪類 1 須恵甕類 1 須恵壺類 1 その他 1 中・近世

SJ-10 I C 重量(glI 3.3 

第11号住居跡（第14• 15 • 16図）

調査C区東側のM-2グリッドに位置する。調査区

は幅2.0~1.5mと狭く、南側は調査区域外となり遺構

が伸びる。また、東側も第9• 16号住居跡が位置す

る。西側には、第12• 13号住居跡が位置している。

本住居跡は、検出した9軒の住居群の中央部分に位

置し、北壁と西壁の一部を確認した。南側に伸びる西

壁および南壁は調査区域外となり不明てある。北壁お

よび東壁は第9• 16号住居跡と重複し切られている。

また、本1主居跡は西側の第12号住居跡を切り込んて構

築されている。このため、住居跡全体の規模を判断す

ることはてきなかった。重複する遺構は、断面観察か

ら本住居跡の東側に新しい第9• 10 • 16号住居跡が存

在する。また、西側には本住居跡に切られる第12号住

居跡が存在し、住居の建て替えは西側から東側へ行わ

れていた。

住居跡の平面形態は、方形と推定される。規模は東

西軸1.10+£m、南北軸1.50+£m、深さ0.20mてあ

る。主軸方位は、カマドが検出てきないため不明て‘あ

るが東西軸の方位はN-90°-Eてある。

住居跡の埋土は断面観察の第14~16層て‘‘ある。

疇iは、北西コーナ一部分が検出された。地山のロ

ームを利用し、ほぼ平坦てある。床面の高さは重複す

る第9• 16号住居跡よりも高く、比較的堅く踏み固め

られていた。

柱穴は、住居跡の北半部が調査区内に位置すること

から第9号住居跡の床面下から検出することがてき、

2ヶ所検出した。p1は北壁から約0.48mの位置に掘
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り込まれていた。直径0.28m、深さ0.17mてあった。

P2は北壁から約0.53mの位置に掘り込まれていた。

直径0.30m、深さ0.20mてあった。 PlとP2の柱穴

間隔は中心部て‘2.00mてあった。掘り込まれた柱穴の

位置は両柱穴とも壁からほぼ同じ位置てあった。

周溝は、北西壁部分の直下て濯窟認て‘きた。輻17cm、

深さ 8cmてあった。東壁の周溝は第9号住居跡の床レ

ベルが低いため検出て‘きなかった。

調査区が狭いため、貯蔵穴、カマドの検出もてきな

かった。

出土遺物は、土師器杯•Jfil・甕、須恵器坪·甕など

を検出した。遺物はいずれも小破片てあり、全体の器

形を留めるものはない。図示した遺物の中の第16図21

てある。底部回転ヘラケズリを施している。器肉は厚

く、外面には自然釉が付着する。産地不明てある。ま

た、須恵器の底部破片が検出され、底部外面に全面回

転ヘラケズリが施されている。産地は胎土から末野産

とみられる。

第12号住居跡（第14• 15図）

調査c区東側のM-2グリッドに位置する。調査区
は幅2.0~1.5mと狭く、南側は調査区域外となり遺構

が伸びる。また、東側も第9• 11・16号住居跡が位置

する。北側には、第13号住居跡が位置している。

本住居跡は、検出した 9軒の住居群の西側部分に位

置し、北壁、西壁と東壁の一部を確認した。南側に伸

びる南壁は調査区域外となり不明てある。北壁は第13

号住居跡と切り合い、調査区域外に一部伸びる。東壁

は第9• 11 • 16号住居跡と重複し切られている。この

ため、住居跡全体の規模を判断することはてきなかっ

た。重複する遺構は、断面観察から本住居跡の東備に

新しい第9• 10 • 11 • 16号住居跡が存在する。また、

北西側には本住居跡に切られる第13号住居跡が存在

し、住居の建て替えは西側から東側へ行われていた。

住居跡の平面形態は、方形と推定される。規模は東

西軸3.55m、南北軸1.77+£ m、深さ0.27mてある。

主軸方位は、カマドが検出て‘‘きないため不明てあるが

東西軸の方位はN-90"-Eてある。

住居跡の埋土は断面観察の第21~25層て‘ある。

床面は、北側半分が検出された。地山のロームを利

用し、ほぼ平坦て‘ある。床面の高さは重複する第11号

住居跡よりも高く、比較的堅く踏み固められていた。

村穴は、住居跡の北半部が調査区内に位置すること

から 2ヶ所検出した。 Plは東壁から約0.60mの位置

に掘り込まれていた。直径0.25m、深さ0.27mてあっ

た。 P2は西壁から約0.70mの位置に掘り込まれてい

た。直径0.27m、深さ0.12mて‘あった。 PlとP2の

柱穴間隔は中心部て2.00mてあった。掘り込まれた柱

穴の位置は両柱穴とも壁からほぱ同じ位置て‘あった。

周溝は、西壁部分から北東壁コーナ一部分にかけて

確認て‘きた。幅20cm前後、深さは床面から12cmてあっ

た。東壁の周溝は第11号住居跡の床レベルが低いため

検出て‘‘きなかった。

調査区が狭いため、貯蔵穴、カマドの検出もてきな

かった。

出土遺物は、土師器杯・大型の杯・暗文杯・甕、須

恵器杯などを検出した。遺物はいずれも小破片てあり、

全体の器形を留めるものはない。図示した遺物は第18

図1てある。 1は須恵器杯の日縁部の破片て推定日径

は13.7cmて‘ある。胎土から末野産と判断した。

第18図 第12号住居跡出土遺物
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第14表 第12号住居跡出土遺物観察表（第18図）

番号I 器種 日径 I器高 I底径 I 胎土 I焼成 I色調 I残存率I 出土位置 備 考
1 I 須恵器坪 I 03.7l I (1.9) ACDF片 I普通 I褐灰色 I5 末野産
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第15表 第12号住居跡出土遺物計量表

， 遺構名 1 区 1 計量値 1 土師杯類 1 土師甕類 1土師壺類 1 須恵坪類 1 須恵甕類 I 須恵壺頴 I その他 I 中・近世

:]]:I : I破：：（H7 3 

51.8 7
 

2
一
3

第13号住居跡（第14• 15図）

調査c区東側のM-2グリッドに位置する。北側は

調査区域外となり遺構が伸びる。また、西側は第2号

掘立柱建物跡のP4が位置する。

本住居跡は、検出した 9軒の住居群の西側部分に位

置し、南壁と東壁の一部を確認した。北壁は調査区域

外となり不明て‘ある。西壁は第2号掘立柱建物跡と切

り合い、調査区域外に伸びる。東壁および南壁は第12

号住居跡と重複し切られているが、周溝部分は第12号

住居跡の床面よりも深く掘り下げられていた。このた

め第12号住居跡構築の際に埋め戻しが行われていた

が、明瞭に検出てきた。調査区域が狭いため住居跡全

体の規模を判断することはてきなかった。

住居跡の平面形態は、方形と推定される。規模は東

西軸2.22+£m、南北軸0.60+£m、深さは0.36mて‘

ある。主軸方位は、カマドが検出てきないため不明て‘

あるが東西軸の方位はN-90°-Eてある。

床面は、南側半分が検出された。地山のロームを利

用し、ほぼ平坦てある。床面の高さは重複する第12号

住居跡よりも9.2cm前後掘り下げられわずかに低く、

比較的堅く踏み固められていた。

第19図 第13号住居跡出土遺物
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柱穴は、住居跡の南半部が調査区内に位置すること

から 2ヶ所検出した。 Plは東壁から約0.20mの位置

に掘り込まれていた。直径0.28m、深さ0.22mてあっ

た。 P2は西壁からの距離は不明、南壁から約0.27m

の位置に掘り込まれていた。直径0.30m、深さ0.18m

てあった。p1とP2の柱穴間隔は中心部て‘1.75mて‘

あった。

周溝は検出されず。貯蔵穴、カマドは調査区が狭い

ため検出て｀きなかった。

出土遺物は、土師器杯、須恵器杯などを検出した。

遺物はいずれも小破片てあり、全体の器形を留めるも

のはない。このほか、図示した第19図 1は土錘てあ

る。

第16表第13号住居跡出土遺物観察表（第19図）

番号 器種
残存率 出土位置 備 考

1 土錘 残存長 4.7、幅 2.1、孔径 0.6cm、重最 17.5g 90 上面

第17表第13号住居跡出土遺物計量表

遺構名 区 計量値 土師坪類 土師甕類 土師壺類 須恵坪類 須恵甕類 須恵壺
類 その他 I 中・近世

S J -13 C 破片数（片） 8 1 1 

S J -13 C 重星(g) 12.4 3.6 17 5 

第16号住居跡（第14• 16図）

調査c区東側のM-2グリッドに位置する。南側は

調査区域外となり遺構が伸びる。また、東側も第9号

住居跡が位置する。西側には、第11号住居跡が位置し

ている。

本住居跡は、検出した 9軒の住居群の中央部分に位

置し、北壁と西壁の一部を確認した。南側に伸びる西

壁および南壁は調査区域外となり不明て‘ある。北壁お

よび東壁は第9号住居跡と重複する。

重複する遺構は、断面観察から本住居跡の東側に新
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第20図 第16号住居跡出土遺物
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しい第9• 10号住居跡が存在する。また、西側には本

1主居跡に切られる第11号住居跡が存在し、住居の建て
替えは西側から東側へ行われていた。

住居跡の平面形態は、方形と推定される。規模は東

西軸2.40+£m、南北軸l.53+£m、深さ0.28mてあ

る。主軸方位は、カマドが検出てきないため不明てあ

るが東西軸の方位はN-90°-Eてある。

住居跡の埋土は断面観察の第13・ 17・ 18層てある。

床面は、北西コーナ一部分が検出された。地山のロ

ームを利用し、ほば平坦てある。床面の高さは重複す

る第9号住居跡よりも高く、第11号住居跡よりも低

い。比較的堅く踏み固められていた。

第18表 第16号住居跡出土遺物観察表（第20図）

固溝は、北西壁部分の直下て‘確認て‘‘きた。輻18cm前

後、深さ 4cmて‘あった。

柱穴は、検出て‘きなかった。また、調査区が狭いた

め、貯蔵穴、カマドの検出もて‘‘きなかった。

出土遺物は、須恵器高台付坪、甑などを検出した。

遺物はいずれも小破片てあり、全体の器形を留めるも

のはない。図示した遺物の中の第20図1• 2てある。

1は須恵器の甑て‘‘ある。胴部上半部に輻0.9cm、長さ

1.4cm程の鍔をもつ。口縁部および胴部下半は欠損す

る。末野産とみられる。 2は須恵器高台付坪てある。

高台部貼り付け、産地は胎土から末野産とみられる。

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考
1 須恵器甑 (8.9) ACDEF片 普通 灰色 5 No 1 末野産
2 須恵器高台付好 (3.0) (7.8) ACE片 普通 灰色 20 未野産

第19表 第16号住居跡出土遺物計量表

遺構名 区 計鼠値 士師杯類 上師甕類 土師壺類 須恵杯類 須恵甕類 I 須恵壺類 I その他 I 中・近世
S J -16 C 破片数（片） 1 1 
S J -16 C 重星(g) 42.8 58.1 

第17号住居跡（第14図）

調査C区東側のM-2グリッドに位置する。南側お

よび東側は調査区域外となり遺構が伸びる。また、西

側はP26によって切られている。

本住居跡は、第10号住居跡と重複する新しい遺構て‘

ある。 1打吾跡の埋土は断面観察によると第9号住居跡
の覆土てある第9層を切り込む本住居跡の第7• 8層

を確認した。

検出部分は北西コーナーの一部を確認した。南側に

伸びる西壁の一部および南壁は調査区域外となり不明

てある。東側も調査区域外となることから東壁および

北壁の一部は不明てある。このため、住居跡全体の規

模を判断することはてきなかった。重複する遺構は、

断面観察から本住居跡の上層部分に第18号住居跡が

存在する。また、本住居跡に切られる第9・10・11・

16号住居跡が存在し、西側に第12。13号住居跡が位置

している。

1主居跡の平面形態は、方形と推定される。規模は東
西軸1.40+£ m、南北軸0.25+£m、深さ0.18mて‘あ

る。主軸方位は、カマドが検出てきないため不明て‘‘あ
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るが東西軸の方位はN-90°-Eてある。

床面は、北西コーナ一部が検出された。地山のロー

ムを利用し、緩やかな凹凸がみられる。床面は比較的

柔らかい。

柱穴、カマド、貯蔵穴は、調査区が狭いため検出て‘

きなかった。

出土遺物は、第9号住居跡と混在しているため明瞭

に分離て‘‘きないが出土状況から判断して土師器坪・

1lll。甕、須恵器坪・皿・蓋などを検出した。遺物はい

ずれも小破片てあり、全体の器形を留めるものはなか

った。図示した遺物のうち遺物分布図（第16図）およ

び出土レベルなど詳細に検討すると、第16図6~8の

土師器杯、 16の須恵器蓋は上層に位置することから本

第21図 第17号住居跡出土遺物
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／
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住居跡の出土遺物の可能性がある。

土師器坪は日縁部から体部にかけて緩やかな屈曲を

もち、底部は平底となる。調整は口縁部にヨコナデを

施し、体部外面は未調整、底部外面にヘラケズリを施

す。 6は底部から体部にかけて丸味をもつ。 7、8は

ロ唇部の内側にわずかてあるが膨らみをもつ。 16は須

恵器の蓋て‘胎土から末野産と考えられる。

第20表第17号住居跡出土遺物観察表（第21図）

番1号 1 土勺雨;: I 喜門）］げ？） I 底径 IABn:E[` 1 : :  I H芯::I残［率1 出 L位置
備 考

第21表第17号住居跡出土遺物計量表

遺構名 1 区 1 計量値 1 土師妬類 1 上師甕類 1 土師壺類 1 須恵坪類 1 須恵甕類 I 須恵壺類 I その他 I 中・近世

s J-17 1 c 1破片数（片）
SJ-17 I C 重贔(g) ー

3
-
9
 ，
 

3
_
o
 

第18号住居跡（第14図）

調査c区東側のM-2グリッドに位置する。

本住居跡は、検出した9軒の住居群に位置する。第

14図A-A1の南壁断面に煙道部分のみ検出された。住

居跡は南側に伸びるものと判断され、北側に構築され

たカマドの煙道部が検出されたことになる。煙道部は

暗褐色土が堆積し、炭化物を多量に合む。側壁と底面

は焼土化していた。

1諏跡の平面形態、主軸方位、周溝柱穴、貯蔵穴

などは検出てきなかった。

第22図 第18号住居跡出土遺物
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出土遺物は、煙道覆土から土師器杯、甕の破片を検

出した。第22図1は土師器坪て‘‘ある。日縁部ヨコナ

デ、体部外面に未調整部をもち、底部は平底気味てジへ

ラケズリを施す。

第22表第18号住居跡出土遺物観察表（第22図）

番号 器種 日径 器高 底径 胎土 焼成 色調残存率 出土位置 備 考

1 土師器坪 (10 0) (2.0) AEF  
普通 明褐色 10 一括煙道

第23表第18号住居跡出土遺物計量表

遺構名 区 計量値 土師坪類 七師甕類 I土師壺類 I須恵杯類 I須恵甕類 I須恵壺類 I その他 I 中・近世

S J -18 C 破片数（片） 1 1 

S J -18 C 重量(g) 5.1 28.2 
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第23図 第I9 • 20 • 21 • 22号住居跡
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第 19• 20 • 21号住居跡
1 暗褐色土 (10YR3/3) 焼土粒子、パミス状白色粒子を多量含む
2 黒褐色土 (10YR2/2) ロームプロック少昼、焼士粒子、炭化粒子含む
第20号住居跡

3 黒褐色土 (10YR2/3) ロームプロックを多皇、焼上粒子、炭化粒子を少儲含む
4 黒褐色土 (10YR3/2) 口＿ム粒子を少量、焼士粒子、炭化粒子多星、白色粘土

を含む

第 19号住居跡

5 暗褐色土 (10YR3/3) ロームプロック、ローム粒子多量、焼上粒―fを少量含む
6 黄褐色土 (10YR5/3) 炭化粒子を少醤、白色粒子を多量、焼土粒子、ローム

粒子を含む

第19号住居跡（第23図）

調査D区西側のN•0-2 グリッドに位置する。調

査区は幅2.0mと狭く、北側、および南側は調査区域外

となり遺構が伸びる。また、西側もD区西端にあたり

調査区域外となる。第19号住居跡を検出した地点は、

幅6.0mの距離の中に 4軒の住居跡の重複が確認され、

第19• 20 • 21・22号住居跡が存在する。また、本区の

西側にはC区の住居跡群が隣接しており、第9• 10 • 

11・12・ 13・ 16・ 17・ 18号住居跡が存在する。現道部

分を含む東西19.0mの範囲に1陣fを検出したことに

なる。

O 2m 
~1:60 

第22号住居跡

7 黒褐色土 (10YR2/2) 焼土粒了、炭化粒子、白色粘上少蟄、ローム粒子を含む
8 黄褐色土 (10YR5/8) ロームプロックを多量、ローム粒fを含む
9 黒褐色土 （10YR2/3) 焼土粒子、炭化粒子、ローム粒子を含む
第21号住居跡

10 黒褐色土 （10YR2/3) 焼士粒f、炭化粒子、ロームプロック少量、ローム粒子
を含む

11 黒褐色土 (10YR2/3) 焼土粒子、炭化粒子少娼、ローム粒子、ロープロック、

黄褐色粘土プロックを含む

本住居跡は、検出した4軒の住居群の東側に位置し、

東壁と南壁の一部を確認した。北側に伸びる北壁およ

び東壁の一部は不明て‘ある。西側は第20• 21 • 22号住

居跡と重複する。 このため、西壁は確認てきず、住居

跡全体の規模を判断することはてきなかった。重複す

る遺構は、断面観察から本住居跡が第20• 21・22号住

居跡よりも古いと考えられる。

住居跡の平面形態は、方形と推定される。規模は東

西軸2.63+£m、南北軸l.97+£m、深さ0.20mて‘あ

る。主軸方位は、 カマドが検出てきないため不明て‘あ

るが東西軸の方位はN-80"-Eて‘ある。
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住居跡の埋土は断面観察の第5層てある。

疇は、南東コーナ一部が検出された。地山のロー

ムを利用し、ほば平坦てある。床面は比較的軟らかい。

柱穴、周溝は検出されず、調査区が狭いため貯蔵穴、

カマドも検出て‘‘きなかった。

出土遺物も検出されなかった。

第20号住居跡（第23図）

調査D区西側のN•0-2 グリッドに位置する。調

査区は輻2.0mと狭く、北側は調査区域外となり遺構

が伸びる。本1打呂跡は第19号住居跡を切り込んて‘‘構築

されている。非常に小規模な1主居跡てある。

本住居跡は、東壁、南壁、西壁の一部を確認した。

北側に伸びる北壁および東壁、西壁の一部は不明て‘あ

る。 1打習跡全体の規模を判断することはてきなかった。

重複する遺構は、南側の第19• 22号住居跡てある。い

ずれの住居跡よりも新しく、第24号土墟より新しく、

P2に壊されている。

第24図 第20号住居跡出土遺物

住居跡の平面形態は、方形と推定される。規模は東

西軸2.03m、南北軸1.10+£m、床面の深さは第19号

住居跡の床面より約9cm程低い。主軸方位は、カマド

が検出てきないため不明てあるが東西軸の方位はN-

70°-Eて‘ある。

住居跡の埋土は断面観察の第3• 4層て‘ある。

床面は、南半部分を検出した。地山のロームを利用

し、ほぼ平坦て‘‘ある。中央部分には床下に第24号土壊

を検出し、明瞭な貼り床は検出されず比較的軟らかい。

柱穴、周溝は検出されず、調査区が狭いため貯蔵穴、

カマドも検出てきなかった。

出土退物は、土師器坪・甕、須恵器皿・甕の破片を

検出した。図示したものは第24図1~3の土師器坪の

小破片てある。 1 • 2は北武蔵型杯の日縁音閥皮片て‘あ

る。日縁部はヨコナデを施し、体部外面に未調整部を

もつ。底部が丸底気味て外面にヘラケズリ調整を施す。

3は暗文坪て‘‘ある。
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第24表第20号住居跡出土遺物観察表（第24図）

番号 I 器種 日径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 I 出土位置 | 備 考

土師器坪 (12 9) (2.3) ABCDF 普通 橙褐色 5 

2 3 
土師器杯 (12 5) (2 0) AD 普通 褐色 5 

上師器坪 (15.0) (2.0) ADF 将通 橙褐色 5 I 1暗文

第25表第20号住居跡出土遺物計量表

遺構名 区 計量値 土師杯類 土師甕類 土師壺類 須恵坪類 須恵甕類 I須恵壺類 I その他 I 中・近世

S J -20 D 破片数（片） 43 47 2 3 

S J -20 D 重量(g) 117. 7 155.7 3.8 32 8 

第21号住居跡（第23図）

調査D区西側のN-2グリッドに位置する。南側は

調査区域外となり遺構が伸びる。本1打呂跡は第22号住

居跡を切り込んて構築されている。非常に小規模な住

居跡てある。

本住居跡は、東壁、北壁、西壁の一部を確認した。

南側に伸びる南壁および東壁、西壁の一部は不明て‘ぁ

り、疇跡釘本の叫莫を判断することはてきなかった。

重複する遺構は、南側の第22号住居跡てある。ピット

に壊されている。

住居跡の平面形態は、方形と推定される。規模は東

西軸1.69m、南北軸0.48+£m、床面の深さは第22号

住居跡の床面より約8c而呈低い。主軸方位は、カマド

が検出てきないため不明て‘‘あるが東西軸の方位はN-
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90°-Eてある。

住居跡の埋土は断面観察の第10• 11層てある。

床面は、北半部分を検出した。地山のロームを利用

し、ほぱ平坦て‘ある。

柱穴、周溝は検出されず、調査区が狭いため貯蔵穴、

カマドも検出てきなかった。

出土遺物は、土師器杯、甕、須恵器高台付坪・土錘

を検出した。図示したものは第25図1~4の土師器坪

の破片てある。いずれも北武蔵型杯の日縁部破片て‘あ

る。日縁部はヨコナデを施し、体部外面に未調整部を

もつ。底部が丸底気味て外面にヘラケズリ調整を施す。

5は土錘、 6は推定高台径9.3cmてある。

第25図 第21号住居跡出土遺物
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第26表 第21号住居跡出土遺物観察表（第25図）
番号 器種 日径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考
1 土師器杯 (12.2) (1.4) ABCDF 普通 橙褐色 10 
2 土師器昇 (12.8) (2 0) ABDF 普通 褐色 10 
3 上師器杯 (12.3) (2. 7) ABDF 普通 暗褐色 15 
4 士師器坪 (11.8) (2.5) ABDF 普通 明褐色 10 
5 土錘 残存長 6.1、幅1.7、孔径 0.7cm、重最 16.9g 80 No. l 
6 須恵器高台付坪 (2. 7) (9.3) AF片 許通 灰色 20 No. 2 末野産

第27表 第21号住居跡出土遺物計量表

， 遺構名 1 区 1 it量値 1 土師坪類 1 上師甕類 1 上師壺類 1 須恵杯類 1 須恵甕類 I 須恵壺類 I その他 I 中。近世

:] :] 1 : I破；□1 121 5 1 38 

163.4 

5 

41.4 

1 

16.9 

第22号住居跡（第23図）

調査D区西側のN-2グリッドに位置する。北側は

調査区域外となり遺構が伸びる。本住居跡は第20。21

号1打国跡、第25号土堀に切られ、第19号住居跡を切り
込んて構築されている。

本住居跡は、東壁、北壁の一部を確認した。南側に

伸びる南壁および東壁、北壁の一部は不明て‘あり、西

壁は調査区域外に広がり確認てきない。このため、住

居跡全体の規模を判断することはて‘‘きなかった。

住居跡の平面形態は、方形と推定される。規模は東

西軸3.67+£m、南北軸1.70+£ m、床面の深さは第

21号住居跡の床面より浅く確認面から約6cm程てあっ

た。主軸方位は、カマドが検出てきないため不明て‘あ

るが東西軸の方位はN-80°-Eてある。

住居跡の規模は、遺跡内て‘検出された他の住居跡と

比較すると大きく、また、北壁と東壁の角度はやや鋭

角に交わっていると見られる。しかし、北東コーナー

部分は第20号住居跡によって切られ壁の連続は認め

られない。さらに、北壁は、第21・25号土壊によって

も切られ断続的に検出された。

住居跡の埋土は断面観察の第7• 8 • 9層て‘‘ある。

この堆積層の存在が住居跡と判断した根拠てある。

床面は、北東部分を検出した。地山のロームを利用

し、ほぼ平坦て‘あるが、西側の住居中央に向けわずか

ながらレベルを高くする。

柱穴、周溝は検出されず、調査区が狭いため貯蔵穴、

カマドも検出てきなかった。

出土遺物は、検出てきなかった。
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第26図第24• 25 • 26 • 27号住居跡
ー

、

一

A-

A且邑9
A' 

B 52.9 _B' C 52.9 --C' 

Pヵ P28

D 52.9 o・ 

冒響i 言
第24号住居跡

1 灰黄色土 (2.5Y6/2) しまり良し 灰を多量、径2~3cmの
焼土プロックを含む

2 黄灰色土 (2.5Y5/l) 1層に比して灰を少量、径 l~2cm
の焼土プロックを含む

3 黄灰色土 (2.5Y4/l) 焼土粒子、炭化物を多量含む、灰小
プロックを含む

4 黒褐色土 (10YR3/1) 地山粒子を若干含む

5 黒色土 (7.5Y3/1) 地山粒子を若干、焼土粒子を少量含
む

6 灰色土 (7. 5Y4/1) 焼土粒子を多量、炭化物を若干含む

7 黄灰色土 (2.5Y4/1) やや粘性有り 灰、焼土粒子を若干
含む

8 黄褐色土 (2. 5Y5/4) 地山粒子を多量含む

9 黒褐色土 (lOYRZ/3) フカフカの土地山粒子を若干含む

10 暗褐色土 (10YR3/4) しまり良し やや粘性有り

第 24号住居跡カマド掘り方

11 黒褐色土 (!OYR3/2) 地llJ粒子を若干含む

12 黒褐色土 (7.5YR3/1)しまり良い 径 1cm前後の焼土プ
ロックを含む

13 灰黄褐色士 （10YR6/2) 焼土粒子を若干、灰色粘土プロッ
クを含む

14 黄橙色 (10YR6/3) 径 1~3cmの焼土プロックを多量、
地山粒子を含む

15 褐灰色士 （10YR4/1) 径3~5cmの地山プロックを多量
、焼土粒子を若干含む

第 25号住居跡

16 黒褐色t (7.5YR3/1)フカフカのt 地山粒子を若干含む

17 暗褐色土 （10YR3/3) しまり良し 径2~3cmの地山プロ
ックを含む

18 黙褐色土 (7.5YR2/2)地山粒子を多燈、焼土粒子を若干含
む

19 黄橙色土 (10YR6/4) ザクザクの七 黒色土を少景含む

20 橙色土 (7.5YR7/4)粘性有り 軟らかい土炭化物を含
む

゜
2m 
1 :60 

第26号住居跡

21 黒褐色土 (7. 5YR2/2)地山粒子を多量、焼土粒子、炭化
物を若干含む

22 黒褐色土 (IOYR3/1) 地山粒子、焼土粒子を少量含む

23 黒褐色土 (IOYR2/3) 地山粒子を多量含む

第 27号住居跡

24 黒色土(IOYRZ/1) 地山粒子を少量含む

25 黒褐色土 (7.5YR3/1)地山粒子を多量、焼土粒子を少量
、炭化物を含む

26 褐灰色土 (7.5YR4/l)径 l~2cmの地山プロックを多量
含む

27 灰黄褐色土 (IOYR4/2) 径2cm位の砂岩状小プロックを若
干含む

Pit27 

1 黄橙色土 (IOYR5/3) 地山プロックを含む

2 黒色土 (IOYR2/1) 地山粒子を少量含む

3 黒褐色土 (IOYR3/1) 径2~5cmの地山プロック多量含む

4 黒褐色土 (IOYR2/2) 地山粒子を若干含む

5 褐灰色土 (IOYR4/1) 地山粒子、焼土粒子を若干含む

Pit28 

6 黒褐色土 (IOYR3/1) フカフカの土地山粒子を含む

7 黒褐色土 (IOYR2/2) しまり良し 地山粒子若干含む

8 黒褐色土 (IOYR2/2) 地山粒子を含む

9 浅黄橙色土 (IOYR8/4) 黒褐色土を若干含む

第24号住居跡（第26• 27図）

調査c区中央のK-2グリッドに位置する。調査区

は幅1.27mと狭く、南側、北側は調査区域外となり遺

構が伸びる。このため、住居跡は南壁、東壁と西壁の

一部を確認て‘き、南側に伸びる東、西壁および南壁は

不明てある。住居跡全体の規模を判断することはてき

なかった。重複関係は、本住居跡の外側に第25号住居

跡が位置する。また、東側には第26号住居跡、第27号

疇跡が位置する。

住居跡の平面形態は、小型の方形と推定される。規

模は東西軸3.34m、南北軸1.27+£m、深さ0.25mて`

ある。主軸方位は、 N-1°-Eて‘ある。

疇iは、南側半分ほどが検出された。地山のローム

を利用し、緩やかな凹凸をもつ。床面上には微量の炭

化物粒子と焼土粒子が確認された。床面は比較的堅く

踏み固められていた。

周溝は、調査範囲にかかる東壁、西壁の直下て全て

確認てきた。また、カマドの敷設される北壁部分ても
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第27図 第24号住居跡遺物分布図。出土遺物
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検出された。輻30~13cm、深さ 5cmて‘‘ある。

柱穴は、北東コーナ一部に 1ヶ所 (P1)検出した。

Plは東壁から約0.58mの位置に掘り込まれていた。

直径0.18m、深さ0.32mてあった。 このはか、住居内

にはP27、P28が存在する。これらのピットは住居跡

を切り込んて掘られていた。

カマドは、北壁に設置されていた。壁からの掘り込

みは調査区域外へ伸び不明て‘ある。深さは床面からわ

ずかに掘り下げ約8cmほど窪む。左右の袖はローム粘

土を積み上げて構築している。カマドの形態は隅丸方

形てある。焚き日輻は55cm、燃焼部と煙道部は調査区

域外に伸びる。

出土遺物は、土師器杯・皿・甕・台付甕、須恵器蓋

などを検出した。遺物はいずれも小破片てあり、全体

の器形を留めるものはなかった。図示した遺物は第27

図1~14てある。 1~7は北武蔵型杯の破片てある。

器高はやや浅く日縁部にヨコナデを施し、体部に未調

整部をもつ。 5• 6は内面に放射状の暗文が施されて

いる。間隔は粗く、やや太い施文線て‘ある。 8は土師

器皿てある。日縁部はヨコナデを施し、体部は全体に
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丁寧なヘラケズリを施す。 9• 11は土師器甕の破片て‘‘

ある。 9は日縁部の器肉厚く、外傾に大きく開いて立

ち上がる。胴部のケズリ調整は口縁部下端を削り込み

段をもつ。 10• 12は台付甕と考えられる。 13• 14は須

第28表第24号住居跡出土遺物観察表（第27図）

恵器蓋の破片てある。 13は口唇部の破片て＼丸味をも

ち短く折り返された端部てある。 14はつまみ部分の破

片て擬宝珠のつぶれた扁平つまみてある。いずれも末

野産て‘‘ある。

番号 器種 日径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

1 土師器坪 (13 0) (2.5) BCDEF 普通 褐色 10 No. 5 

2 土師器坪 (13 5) (2 0) ABCDEF 普通 褐色 5 No. 6 

3 土師器坪 (14.1) (2.6) ABCDEF 普通 褐色 r3 ロ No.25 

4 土師器坪 (16 8) (2 3) ABCDEF 普通 荼褐色 10 No. 8 

5 土師器坪 (12 8) (2 6) ABCDEF 普通 褐色 10 フク土 暗文

6 土師器坪 (13. 8) (2.4) ABCDEF 普通 褐色 5 フク土 暗文

7 土師器坪 (14.0) (2.8) ABCDEF 普通 荼褐色 5 No. 9 

8 土師器皿 (16 2) (1. 5) ABCDEF 普通 橙褐色 5 No. 2 

， 土師器甕 (22. 9) (3.1) ABDF 普通 橙褐色 5 No. 7 

10 土師器小型甕 (14.6) (2. 7) ABCDF 普通 褐色 5 No.22 

11 土師器甕 (20 8) (4. 9) ABCDEF 普通 荼褐色 10 No. 8 • 14 • 15 ・フク土・カマド掘り方
I

12 土師器台付甕 (3 2) ABDF 普通 茶褐色 20 No.10 • 20 • 27 

13 須恵器蓋 (16.0) (1 5) ACDE片 普通 灰色 5 末野産

14 須恵器蓋 (1.1) ACF片 普通 灰色 30 No.26 未野産

第29表第24号住居跡出土遺物計量表

遺構名 区 計鼠値 土師坪類 土師甕頚 土師壺類 須恵杯類 須恵甕類
須恵壺類 その他 中・近世

s J-24 1 C I破片数（片） I 26 
S J -24 I C 重贔(g) I 117.z 

75 

603.6 

2 

19.2 

，
 

l
-
.
 
7
 

第25号住居跡（第26図）

調査c区中央のK-2グリッドに位置する。調査区

は輻が狭く、南側、北側は調査区域外となり遺構が伸

びる。このため、住届跡は東壁と西壁の一部を確認て‘‘

き、南側に伸びる東、西壁および北壁、南壁は不明て‘‘

ある。 1主居跡全体の規模を判断することはてきなかっ

た。重複関係は、本住居跡の内側に第24号住居跡が位

置する。また、東側には第26号1甘呂跡、第27号1打吾跡

が位置する。

住居跡の平面形態は、方形と推定される。規模は東

西軸4.50m、南北軸1.42+£ m、深さ0.18mてある。

主軸方位は、カマドが検出てきないため判断て‘‘きない

が第24号住居跡と同様に南北軸方向とすればN-

3°-Eて‘ある。ほば同じ軸方位て‘‘第25号住居跡から第

24号住居跡への建て替えがなされたものと考えられる。

床面は、住居跡の中央部分が検出されたが、第24号

住居跡と重複しほとんど不明てある。わずかに、東、

西壁に近い両端が残っていた。地山のロームを利用し、

緩やかな凹凸をもつ。

周溝は、調査範囲にかかる東壁、西壁の直下て‘‘全て

確認て‘きた。輻12~27cm、床面からの深さ 10cmて‘あ

る。

調査区が狭いため、柱穴、カマド、貯蔵穴は検出て‘

きなかった。

出土遺物は、少量検出された。

第30表 第25号住居跡出土遺物計量表

遺構名 区 計鼠値 土師坪類 土師甑類 土師壺類 須恵坪類 須恵甕類
須恵壺類 その他 中・近世

：口I:I破」□1 3 1 8 6 

43.5 
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第26号住居跡（第26図）

調査c区中央のK-2グリッドに位置する。南側、
北側は調査区域外となり遺構が伸びる。このため、住

居跡は南壁、東壁の一部を確認てき、南側に伸びる東、

南壁は不明て‘ある。北側に伸びる北壁も不明てあり、

1詞跡全体の規模を判断することはて‘きなかった。重
複関係は、本住居跡の西側に第24• 25号1打呂跡が位置
し本住居跡の西側を切り込んて構築している。また、

東側には第27号住居跡が位置する。

1主居跡の平面形態は、方形と推定される。規模は東
西軸2.07+£m、南北軸1.30+£m、深さ0.16mてあ

る。主軸方位は、カマドが検出されていないため、東

西軸の方位はS-70°-Eて‘ある。

床面は、北東コーナー部分がわずかに検出された。

地山のロームを利用し、緩やかな凹凸をもつ。床面は

比較的堅く踏み固められていた。

周溝は、調査範囲にかかる東壁の直下て濯窟認て‘‘きた。

第28図 第26号住居跡出土遺物

＼二」ロニこ

0 10cm 
I I I 1 : 4 

輻10~25cm、床面からの深さ 8cmてある。

調査範囲が狭く、他の11J吾跡との重複がみられるこ
とから、柱穴、カマド、貯蔵穴は検出てきなかった。

出土遺物は、土師器杯・甕などを検出した。遺物は

いずれも小破片て‘あり、全体の器形を留めるものはな

かった。図示した遺物は第28図1てある。 1は北武蔵

型坪の破片てある。器高は浅く口縁部にヨコナデを施

し、体部に未調整部をもつ。わずかに丸底気味て‘‘口縁

部は外傾に開いて立ち上がる。このほか、北東コーナ

一部分の床面上から土師器甕の胴部破片が検出された。

張りをもち、やや丸味をもつ形態てある。

第31表 第26号住居跡出土遺物観察表（第28図）

番号 1 ::輯: I喜冗Iご悶 I底径 IABn］土 1 :： I」:1|残［門 H,1 :oー：j[置
備 考

第三II言口□表I□三1 土師壺類 1 須恵坪類 I ク員恵甕類 1 須麟類 1 その他 1 中・近柑

第27号住居跡（第26図）

調査c区中央のK-2グリッドに位置する。南側、
北側は調査区域外となり遺構が伸びる。西側には第26

号住居跡が存在する。本住居跡はこの第26号住居跡の

上部に位置する。断面観察て覆土がわずかに検出され

ただけてある。このため、平面による住居跡の北壁、

南壁、東壁と西壁は確認てきず、 1打呂跡全体の規模を
判断することはてきなかった。重複関係は、本住居跡

の西側に第26号住居跡が位置し、さらに、西側には第

24号住居跡、第25号住居跡が位置する。

住居跡の平面形態は不明。規模、主軸方位も不明てゞ

ある。

床面は、東側部分が検出された。地山のロームを利

第29図 第27号住居跡出土遺物

¥-」/

゜
10cm 
1: 4 

用していた。壁の立ち上がりが不明瞭て‘あり、範囲を

確定することがてきなかった。

周溝柱穴、カマド、貯蔵穴は確認て‘きなかった。

出土遺物は、土師器坪・甕などを検出した。遺物は

いずれも小破片てあり、全体の器形を留めるものはな

かった。図示した遺物は第29図1てある。平底の土師

器坪て‘‘口縁部は直線的に外傾に立ち上がる。
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第33表第27号住居跡出土遺物観察表（第29図）

番1号 1 :：輯:: I悶勺） 1 (~己 I 底径：［］：；こ 1 ::  I :: I残：率1出：クロ：置
備 考

第34表 第27号住居跡出土遺物計量表

遺構名 1 区 1 計量値 1 土師杯類 1 七師甕類 I土師壺類 I須恵坪類 I須恵甕類 I須恵壺類 I その他 I 中・近世

：□ I : I破ニロ［） 8 

47.9 4
 

，
五

(2) 焼土遺構

焼土遺構（第30図）

調査区D区のN-2グリッドに位置する。黒褐色土

中に焼土の集中する範囲を確認した。第19• 20号住居

跡の覆土上層に堆積した焼土層てある。明らかな性格

は不明てあるため焼土遺構と呼称した。形態は円形に

近く、規模は直径約0.80m、堆積層の厚さ約3cm程て‘‘

あった。住居覆土の地山が被熱を受け焼けていた。焼

土粒子、焼土ブロックを伴い若干の炭化粒子を検出し

た。遺構の性格は判断て‘きない。住居跡の可能性も有

り、これに伴う炉跡、カマドとも考えられるが、カマ

ドの底面や灰層とも異なる。炉跡状てあるが、壁も検

出されず土器焼成遺構との関連も不明て‘‘ある。

出土遺物は、土師器坪・甕、須恵器蓋の破片を検出

した。図示したものは第31図1の土師器坪て‘‘ある。底

部は、わずかに丸底気味て1本部は内湾気味に外傾に立

ち上がり、口縁部はわずかに屈曲をもち開く。内面に

は、細かな放射状の暗文が施されている。

第30図焼土遺構

.Aー逗9

SJ 19 

A' 

゜
2m 
I: 60 

第31図 焼土遺構出土遺物

¥―  →□)))}鷹三

゜
10cm 
1 : 4 

第35表焼土遺構出土遺物観察表（第31図）

番1号 1 :：輯：f |嘉勺）I塁唸I底径 IAB]げ`土 1::  I赤：易：も 1残［門 ば］］は： I暗文備
考

第36表焼土遺構出土遺物計量表

遺構名 1 区 1 it最値 1 土師坪類 1 土師甕類 I土師壺類 I須恵坪類 I須恵甕類 I須恵壺類 I その他 I 中・近世

焼土 I D 1破片数（片）

焼 t I D 厘量(g)

8 

39.3 

27 

111.8 

3 

13.1 
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(3) 土墟

宮西遺跡から検出された古代の土城は第24号土堀

と第25号土漿の 2基てある。 2基の土漿はいずれも調

査区東のD区から検出された。

第24号土壊（第32図）

調資D区のN-2グリッドに位置する。北側は調査

区域外に伸びる。本土漿の上層は第20号1柑呂跡の床面

が覆う。形態は方形てある。規模は長径1.09m、短径

l.OOm、深さ0.43mて‘‘ある。主軸方位はN-27°-Wを

指す。覆土の堆積状況は柱｝aこよくみられる様相をも
っている。断面観察によると第2層が三角堆積層てあ

る。第1層は短時間に堆積した様相をもち底面から上

面まて‘‘占めている。

出土遺物は第32図1の土師器杯てある。日径のやや

小ぶりな丸底の坪て‘ある。胎土は緻密て‘‘ヽ 焼成も良く、

荼褐色てある。

第25号土城（第32図）

調森D区のN-2グリッドに位置する。西側は調査

区域外に伸びる。本土壊の上層は第19号住居跡の床面

が覆う。形態は方形てある。規模は長径1.30m、短径

0. 76+£m、深さ0.67mてある。主軸方位はN-4 °— 

Wを指す。覆土の堆積状況は、第19号住居跡の覆土に

覆われており 3層に分層て‘‘きた。柱穴によく見られる

様相をもっている。断面観察によると第2• 3層は黒

褐色土て、焼土粒子、炭化粒子を含む。特に、第3層

にはロームブロックが多鼠に含まれる点柱穴の可能性

が高い。床下土城の様相はない。

出土遺物は第32図2の土師器杯て‘ある。日径のやや

第32図 第24• 25号土壌・出土遺物

Aー：ロ
A 52.5 A 

第 24号土漿

1 暗褐色土 (10YR3/2) 焼土粒子、炭化粒子、ローム粒子を含む
2 黄褐色土 （10YR5/6) 焼土粒子、炭化粒子、ローム粒子を含む
第25号土塙

1 黒褐色土 (10YR2/2) 焼土粒子、炭化粒子を少号、ローム粒子を含む
2 黒褐色土 (10YR2/3) 炭化粒子を多蟄、ローム粒子、ロームプロック少醤、

焼土粒子を含む

3 黒褐色土 (10YR3/2) 焼土粒子、炭化粒子を少星、ロームプロック多贔、

ローム粒子を含む

□ 1 

A ~ 

□□ 
A 53.0 _A  

0 2m 
~ 1: 60 

ー 2

゜
10cm 
I : 4 

大きい丸底の坪て‘ある。胎土は緻密て‘‘焼成も良く、褐

色て‘ある。

第37表第24• 25号土壊出土遺物観察表（第32図）

番2号］ 王丑 I:]万I(:•; 1底径1::]]]:I:: I：日：I残屈劇 出土位置 備 考

第38表第24• 25号土壊出土遺物計量表
遺構名 区 計鼠値 土師杯類 土師甕類 t師壺類 須恵杯類 須恵甕類 須恵壺類 その他 中・近世
S K-24 D 破片数（片） 5 2 1 
S K-24 D 董量(g) 26.3 9.2 9.5 
S K-25 D 破片数（片） 35 24 2 1 
S K-25 D 重量(g) 122 9 127.9 4 7 9 7 
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(4) 柱穴．掘立柱建物跡

柱味：は各区こ→とに柱穴番号を付した。本遺跡の調査

に於いて検出した柱穴は全部て‘‘55本を検出した。 A区

2本、 B区0本、 C区28本、 D区9本、 E区3本、 F

区 8 本てあった。全ての柱穴が奈良•平安時代に属す

るものか判断が難しく、中・近泄に属する柱穴も存在

する可能性もある。便宜上明瞭な区分がてきないため

本稿て‘‘主な柱穴を報告する。

調査区の中ても柱穴が顕著に検出された区は、調査

区東側のC・D・F区に集中する。

柱穴は機能や性格を特定すること力瑾佳しい。出土す

第33図第 1号掘立柱建物跡

る遺物も極めて少なくほとんどの場合が共fお直物をも

たない。柱穴には断面観察などから柱痕や柱抜き取り

痕を判断て‘‘きることもある。村穴は、その多くは掘立

柱建物跡や柵列を構成するものてあるが、調査面積が

狭く他の柱穴との組み合わせがつかめず単独の柱穴と

して調査上処理をしたものてある。

建物跡の可能性が指摘てきるものは、 SB番号を付

したが明らかに本米の掘立柱建物跡としての規模や柱

間の間数を特定てきないため可能性として留める。

まず、掘立柱建物跡の可能性として考えられる遺構

が3ヶ所検出された。

シ

ー

B
P
 

s
 A 53.3 

p1 
1

2

 

B
P
 

s
 A' A 53 3 

p3 
A' 

---、、
9
9
9
9
,
-

調
査
区
域
外

講
杏
区
坑
外

p4 p6 
A 53.3 A. 

P2 
A 53.3 A' 

F区Pit3

1 黒褐色土 (10YR2/3) ローム粒子含む
2 黒褐色土 (10YR2/3) ローム粒子、ロームプロック含む
3 黒褐色土 (10YR2/3) 焼土粒子を少星、ローム粒子を多昼、

ロームプロックを含む

゜
2m 
1 :60 

第1号掘立柱建物跡（第33図）

F区西側のH • I -3グリッドに位置する。第1号

掘立柱建物跡 (SB1-P 1 • P 2)は柱穴を 2ヶ所

検出した。柱間は柱穴中心て‘‘1.80mてある。規模や総

間数は不明てある。軸方向はN-69°-Eてある。

第2号掘立柱建物跡（第34図）

c区東側の L•M-2 グリッドに位置する。第 2 号

掘立柱建物跡 (SB2-Pl~P4)は柱穴を4ヶ所

検出した。柱間は柱穴中心て‘‘p1~p 2~p 3は各

2.50m、P3~P4は1.45mてある。規模や総間数は

不明てある。主軸方向はS-75°-Eて‘ある。出土遺物

は柱穴から第37図5• 7を検出した。

第3号掘立柱建物跡（第35図）

c区中央のK-2グリッドに位置する。第3号掘立

柱建物跡 (SB3-Pl~P3)は柱穴を 3ヶ所検出

した。柱間は柱穴中心て‘‘Pl~P2~P3は各2.00m

てある。規模や総間数は不明て‘ある。軸方向はs-

81°-Eてある。

いずれも、近接して検出された住居跡とは建物跡の

軸方向が異なることから、柱穴の組み合わせには不安

が残るが柱穴て‘あることは間違いない。このほか、調

査範囲が狭く組み合わせの明らかにならなかった柱穴

も含め少なくとも数棟の建物跡が存在していたものと

考えられる。
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第34図 第 2号掘立柱建物跡
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SB 2 P2 SB 2 Pa 
A 

SB 2 Pit!~Pit4 

1 黄灰色土 (2.5Y4/l) 粘土粒子多星、焼上粒子、炭化物を含む
2 黒褐色＿十 (2.5Y3/1) 地山粒子、炭化物粒子を多贔含む
3 黒色 土 (2.5Y2/1) 径2~3cmの灰色粘土プロックを含む
4 暗褐色土 (10YR3/3) 地山粒子を多是、焼上プロックを含む
5 褐色土(10YR4/4) 粘性有り

6 黒褐色土 (10YR3/2) 地山粒子、焼七粒子、炭化物を少蜀含む
7 黒褐色土 (10YR3/l) 焼土粒子、炭化物を多星含む
8 灰黄褐色土 (10YR5/2) 焼土粒子、炭化物を含む

9 褐灰色土 (10YR4/l) 地山粒子を若干含む

Pit! 

1 黒色t (10YR2/l) 地山粒fを微墨含む

2 黒褐色土 (10YR3/1) 地山粒子、径2~3c皿の地山プロックを含む
3 黒褐色t: (10YR2/2) 径 3~4暉の地山プロyクを多星含む
4 褐灰色土 （10YR4/l) 地l1」粒子、炭化物を多量含む

Pit2 

1 黒褐色土 (10YR3/2) 地l[I粒子を多は、焼土粒子を少；；；＿含む
2 黒褐色土 (10YR2/3) 地山粒子を多足、炭化物を含む
3 黒褐色土 (10YR3/1) 地山粒子を多数含む

4 黒褐色上 (10YR2/2) 地 1り粒—f、炭化粒子を多輩含む
5 暗褐色土 (10YR3/3) 径 2~3c皿の地山プロックを含む

Pit3 

①黒褐色上 (10YR2/3) 地l［J粒子を少磁含む

②黒褐色上 （10YR3/1) 径 1~2cmの地［1|プロックを含む
③黒褐色t (10YR3/2) 

④花褐色土 (10YR5/4) やや粘I牛有り 黒色上を含む
⑤ 灰黄褐色土 (10YR5/2) やや粘性有り しまり良し

Pit4 

1 黒掲色土 （10YR2/2) 地山粒子多品、焼土粒子を若千含む
2 黒褐色土 (10YR3/1) 地［1[粒子少己、焼土粒子、炭化物多量含む
3 暗褐色上 (10YR3/3) 地［廿粒f、焼土粒子を合む

Pit5 

l 黒褐色上 （10YR2/2) 地山粒了を多品、焼 L粒子を含む
2 焦褐色t (10YR3/l) 地1/」粒子を多品、径 1cm前後の焼土粒子

炭化物を含む

3 明黄褐色i: (10YR6/6) 地［打粒子を主体とする

4 黒褐色十 （10YR3/2) 地Ill粒子を多数含む

5 黒褐色-1: (10YR2/3) 径 2~4cmの地山プロックを含む

p22 
旱 7 _A  

p,3 
A 52.7 A 

P23 

Aー上釘 ＿ー§

p14 
A 52 7 A' 

P四
A 52.7 - A' 

0 2m 
トーー i:::::====::::: 1 : 60 
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第35図 第3号掘立柱建物跡

→ 

口
A 52.9 

SB 3 P1 SB3P2 SB3P3 

--A' 

二 1□_A
4. 

： 可
p6 

A 52.9 A 

p7 
A 52.9 A 

A 52.9 

A 

p8 
A』

SB 3 Pi tl • Pitz 
1 黒褐色土 (10YR3/Z) しまり良し 地山粒子を多醤含む

2 黒褐色土 (lOYRZ/2) 地山粒子を若干、炭化物を含む

3 黒褐色土 (lOYRZ/3) 地山粒子を微羅、炭化物を多娯含む

4 黒色土 (lOYRZ/1) 地山粒子、径 1~Zc皿の地山プロック含む

5 黒褐色土 (10YR3/l) しまり良し 地1.lJプロックを多星含む

6 黒色七 (lOYRl. 7 /1)しまり良し 地山粒子をほとんど含まない

7 黒褐色土 (10YR4/l) 地山微粒子を少量含む

Pit3 

1 黒褐色土 (lOYRZ/2) 地山粒子を若干含む

2 黒褐色＿le (lOYRZ/3) 地山プロックを多塁含む

3 黒褐色上 (10YR3/l) 地山粒子を多羅含む

4 黒色土 (lOYRl. 7 /1)地山粒子をほとんど含まない

5 黒色土 （lOYRZ/1) 地1.lJ粒子、地山プロックを含む

Pit6 

1 黒褐色土 (7.5YR3/1)フカフカの土地ill粒子を若干含む

2 黒褐色土 (7.5YR2/2)しまり良し 炭化物を含む

3 黄褐色土 (7.5YR5/8)しまり良し 炭化物を多量含む

4 黄橙色（10YR6/4) やや粘性有り しまり良し

5 灰黄褐色」' (10YR4/2) 径 5c皿前後の地山プロックを含む

Pit7 

l 黒褐色土 (IOYR3/l) 地llI粒子を微昼、炭化物を含む

2 黒褐色土 (IOYR2/2) 径 2~3cmの地ii.I粒子、炭化物を多星含む

3 暗褐色土 (IOYR3/3) しまり良し 地山粒子を少星、炭化物を含む

4 黒褐色土 (IOYR3/2) しまり良し 地山粒子を多量含む

PitS 

1 褐灰色土 (!OYR4/1) 地山粒子を微量含む

2 黒褐色t (10YR3/1) しまり良し 地山粒子、炭化物を含む

3 黒褐色土 (10YR2/2) しまり良し 地山粒子、炭化物を多号含む

4 黒褐色土 (10YR3/2) しまり良し 地山粒子を多旦含む

5 黒色土 （10YR2/1) しまり良し 地山粒子をほとんど含まない

Pg 
A 52.9 A' 

Pit9 

1 黒色土 (lOYRZ/1) しまり良し地山粒子を若千含む

2 黒褐色土 (10YR3/1) しまり良し 地山粒子を若干、炭化物を含む

3 黒褐色土 (10YR3/2) 地山粒子、炭化物を多醤含む

4 黒掲色土 (lOYRZ/3) 地山粒子を少呂、焼土粒子、炭化物を多は含む

5 褐灰色J-. (10YR4/1) しまり良し 径2~5c皿の地IUプロックを多醤含む

6 灰黄褐色土 (10YR4/2) しまり良し 地山粒—fを多量、焼土粒子を含む

7 黒褐色土 (lOYRZ/2) 炭化物を若十含む

。
2m 
1: 60 
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柱穴からの検出された遺物て図示したものは、第37

図1~ 7てある。

な屈曲をもち、

1は土師器杯て‘‘ある。体部に緩やか

ロ唇部の内面に丸く突出する。

は底部が丸底の北武蔵型杯て‘‘ある。

第36図

p10 

2 • 3 

日縁部ヨコナデを

第IO• 17 • 18 • 19 • 25 • 26号柱穴

Pw 
A 53 6 _A  A 53.6 A 

調
五
区
域
外

施し、体部下半をヘラケズリ、上半に未調整部をもつ。

4は暗文杯て‘‘ある。

てある。 6は胎土中に白色針状物質を含み南比企産の

坪て‘ある。

5は胎土から末野産と判断した杯

7は緑釉碗の体部の破片て‘‘ある。

4
 

A 53.6 
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p26 
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PitlO 

1 黒褐色土 (IOYR3/1) ローム粒子を若干含む

2 暗褐色土 (IOYR3/4) ローム粒子を多械含む

Pit17 

1 黒褐色土 (IOYR3/2) 地山粒子を若干含む

2 黒褐色土 (IOYR2/2) 地山粒子を少鼠含む

3 黒褐色土 (10YR2/3) 地山粒子を含まない

4 暗褐色土 (IOYR3/3) 地山粒子を多量含む

5 暗褐色土 (IOYR3/4) 地山粒子を少羅含む

6 黒褐色土 (10YR3/1) 炭化物を若干含む

Pit18 

1 黒褐色上 (10YR3/1) 地山粒子を微醤含む

2 黒褐色土 (10YR2/2) 他の粒子を含まない

3 黒色t (10YR2/1) 地山粒子を含む

4 黒褐色土 (!OYR2/2) 地llJ粒子を微塁含む

5 褐灰色土 (!OYR4/1) 地山粒子を微量含む

゜
2m 
1: 60 

Pit19 

1 黒褐色土 (!OYR3/1) ローム粒子を若干含む

2 褐灰色上 （10YR4/1) ローム粒子を多贔含む

3 黒色土 （10YR2/1) 他の粒子を含まない

4 黒褐色土 （10YR2/2) ローム粒子を若干含む

5 黒褐色t (2.5Y3/1) ローム粒子を多醤含む

第37図 柱穴出土遺物
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第39表 柱穴出土遺物観察表（第37図）

番号 器種 日径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考
1 土師器杯 (10.8) (2.8) ABCD 普通 明褐色 5 P-1 (C区）
2 土師器杯 (12.0) (2.6) ABCDF 普通 褐色 10 P-19 (C区）
3 土師器杯 (13. 8) (3.1) ABCD 良好 荼褐色 20 P~26 (C区）
4 土師器坪 (13. 9) (2.4) ABD 普通 橙褐色 10 P-6 (C区） 暗文
5 須恵器杯 (12.8) (3. 9) ACD片 普通 灰色 5 SB-2 P-4 末野産
6 須恵器杯 (13.6) 3.3 (9 0) ABEF針 良好 灰色 15 P-8 (D区） 南比企産
7 緑釉碗 (1.8) A 良好 緑色 5 SB-2 P-4 
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第20号柱穴は調査C区の I-2グリッドに位置す

る。南側は調杏区域外となる。直径0.54m、深さ0.15

mてある。覆土中から口縁部内側にかえりをもった末

野産の須恵器蓋と土師器の小型台付甕を検出した。

第21号柱穴は調査C区の I-2グリッドに位置す

る。北側は調査区域外となる。直径0.56m、深さ0.20

第38図 第20号柱穴・出土遺物

mてある。覆土上面からまとまって遺物を検出した。

図示したものは第21図1~5てある。 1• 2は土師器

甕て‘‘、 1は「コ」の字状日縁甕の破片てある。 3は台

付甕の脚部破片て‘、 4 • 5は末野産の須恵器高台付坪

てある。

／三
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第40表 第20号柱穴出土遺物観察表（第38図）

番tI土；：：9：[|]茫Iど了：I底径 I：丑：ヒF 焼成 色調残存率口普通赤褐色 30 出土位置No 2 No. l • 3 

備考

末野産

小型輪積痕あり

第39図 第21号柱穴・出土遺物
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1 黒褐色t. (lOYRZ/2) 地山粒子を若干、焼土粒子を含む 遺物多星

2 黒褐色上 (10YR4/2) 地山粒子、焼土粒子を多塁含む

3 褐色土 (lOYR4/6) 焼上粒f、炭化物を若干含む

)――-ロロニ〖，
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゜
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第41表第21号柱穴出土遺物観察表（第39図）

番号 器種 日径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

1 土師器台付甕 (13.9) (3.5) ABD 普通 暗褐色 10 No.18 

2 土師器甕 (6.0) (3.7) BF 普通 茶褐色 20 No. 2 • 7 • 17 

3 土師器台付甕 (3.6) 8.8 ABDF 普通 褐色 70 No. 4 

4 須恵器高台付坪 (3.6) 5.6 ACF片 普通 褐色 40 No. l 末野産

5 須恵器高台付坪 (5 1) (5. 7) ABCF片 普通 淡灰色 20 No. 5 末野産
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(5) グリ ッド
調査D区の西側N•0-2 グリッドに遺物が集中し

て検出された。遺物は住居跡の平面プランを確認て‘き

なかったのて全体て‘‘遺物分布図を作成し、取り上げた。

検出された遺物は混在しているものの概ね、完掘した

住居跡のプランに合わせて遺物の分布が時期別に判断

てきる。東側の第19号住居跡の覆土上層は第41• 42図

5 • 8 • 35~39の北武蔵型杯、 42~44の暗文坪、 29の

須恵器盤、 45の日縁部に沈線をもつ須恵器杯、 47の返

りをもつ須恵器蓋、 49の須恵器高台付杯、 54の鉄鏃て‘

ある。第20号住居跡の覆土上層は12の暗文坪、 32・33 

の土師器甕の日縁部破片てあった。第22号1打呂跡の覆
土上層からは 1• 2の北武蔵型土師器坪、

底気味の暗文杯、 20の須恵器高台付坪、

11・13の平

22 • 23 • 26 • 

28の須恵器蓋、 30の須恵器高台付盤、 31の須恵器円面

硯が出土している。

第40図 グリッド遺物分布図
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第42表

遺構名

G N2 

G N2 

Nグリッド出土遺物計量表

口区一D-
D

土師甕類

1209 

4270.4 

土師壺類 須恵坪類

162 

1439.0 

須恵甕類 須恵壺類

1 

57.0 

その他

4 

98.5 

中・近世

3 

36.3 

第43表

遺構名

G 02 

G 02 

〇グリッド出土遺物計量表； 区一

D
-
D

土師甕類

32 

280.1 

土師壺類 須恵杯類

10 

176.8 

須恵甕類

2 

28.0 

須恵壺類 その他

1 

29.0 

中・近世

1 

23.2 

第44表
' 番号

1 

2 

3 

グリッド出土遺物観察表（第41 • 42図）

器種 日径器高底径 胎土

土師器杯 （11.9)1(2.9)1 IABF 

土師器坪 （11.8) I (2.7) I IABCDF 

土師器杯 （12. 9) I (2. 7) I I AB  D F 

焼成

普通

普通

普通

色調

褐色

明褐色

明褐色

残存率

15 

15 

20 

出土位置

N-2 No.78 

N-2 No.66 

N-2 

備 考
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第41図 グリッド出土遺物(I)
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第42図 グリッド出土遺物(2)
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番号 器種 日径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

4 土師器坪 (12.6) 2.3 ABDF 普通 明褐色 15 N-2 No.47 

5 土師器杯 (13.6) (2.9) ABCF片 普通 明褐色 15 N-2 No.10 

6 上師器坪 (13.1) 3 1 ABDF 普通 褐色 30 N ~ 2 No. 4 

7 土師器坪 02.6) (3.3) ABDF 普通 明褐色 20 N-2 No.65 

8 土師器坪 (12.4) (3.0) ABDF 普通 褐色 20 N ~ 2 No.81 

， 土師器杯 (13 3) 3.7 8.0 ABCDF 将通 明褐色 20 N -2 No.40 • 43 

10 土師器坪 (14 0) (4 3) ABDF 普通 褐色 15 N-2 No.62 

11 土師器坪 (11.0) (2.8) ABF片 良好 赤褐色 20 N-2 No.20 暗文

12 土師器杯 (13.3) (2.8) ABDF 良好 荼褐色 10 N ~ 2 No.26 暗文

13 上師器坪 (15.3) 3.3 (11 0) ABDF 普通 暗褐色 20 N-2 No.16 暗文

14 土師器好 (14.0) (4.1) ABF片 普通 褐色 20 N ~ 2 No.32 暗文

15 須恵器坪 (10.9) (1. 9) ADE片 良好 黒褐色 5 N-2 末野産

16 須恵器坪 (14.6) (3.4) ACF片 良好 黒褐色 20 N -2 No.35 末野産

17 須恵器杯 (14.6) (3.5) ABF 良好 淡灰色 25 N~ 2 • 3 末野産

18 須恵器坪 (13.0) (2 8) ACDF片 良好 黒褐色 10 N-2 末野産

19 須恵器坪 (2.8) 7 2 ACD片 普通 灰色 80 N -2 No.12 末野産

20 須恵器高台付坪 (1 5) 9.2 ACF片 良好 淡灰色 10 N ~ 2 No.83 末野産

21 須恵器高台付坪 (2 1) 00.4) ABDF片 曹通 白灰色 20 N-2 No. 9 末野産

22 須恵器蓋 (13.6) (2.3) ACDF片 普通 灰色 30 N-2 No.59 末野産

23 須恵器蓋 (13.5) 3.3 ACD片 普通 暗灰色 80 N-2 No.82 末野産

24 須恵器蓋 (15.3) (3.5) ACD片 普通 灰色 30 N-2 末野産

25 須恵器蓋 (1.8) ACDF片 普通 灰色 30 N-2 末野産

26 須恵器蓋 (2 0) ACDF片 将通 暗灰色 40 N ~ 2 No.84 末野産

27 須恵器蓋 (1 5) ACDF片 不良 暗灰褐色 20 N-2 No.22 末野産

28 須恵器蓋 (1 6) ACDF片 普通 灰色 20 N-2 No.57 末野産

29 須恵器盤 (23.6) 2 0 ADF片 良好 淡灰色 20 N-2 No.14 末野産

30 須恵器高台付盤 (1.0) ACDF 良好 灰色 20 N-2 No.SO 末野産

31 須恵器円面硯 (6 0) (20.0) ACD 良好 黒褐色 10 N ~ 2 No. 2 末野産

32 土師器甕 (18.8) (3.3) ABDF片 普通 褐色 30 N-2 No. 5 

33 士師器甕 (27 4) (3. 9) ABDF 普通 褐色 5 N ~ 2 No.31 

34 陶器小碗 (1 9) (4.0) 良好 乳白色 30 N-2 瀬戸

35 七師器杯 (12.3) (2.3) ABCDEF 普通 褐色 10 0-2 No.23 

36 土師器坪 (12.2) (2.4) ABCDEF 普通 暗褐色 10 0 ~ 2 No.29 

37 土師器杯 (13.8) (2 8) ABCDEF 普通 褐色 10 0 ~ 2 No. 4 

38 t師器坪 (13 O) (3.0) ABCDF 普通 褐色 10 0-2 No.27 

39 土師器坪 (12 2) (2 3) ABCDEF 普通 褐色 10 0 ~ 2 No. 2 

40 土師器坪 (14.8) (2. 6) ABCDF 普通 褐色 10 0 ~ 2 No.35 

41 土師器坪 (14.0) (3. 3) ABCDEF 普通 明褐色 10 0-2 No.17 

42 土師器坪 (13 0) (2 6) ABCDEF 普通 褐色 10 0 ~ 2 No.38 暗文

43 土師器坪 (14 2) (2 6) ABDF 普通 橙褐色 10 0 ~ 2 No.20 暗文

44 土師器杯 (15 8) (3 5) ABCDF 良好 橙褐色 10 0-2 No.14 暗文

45 須恵器坪 (13 8) (3 8) ACDF片 普通 淡灰色 5 O~ 2 No.10 

46 須恵器杯 (1.9) (7.4) ACDF 良好 灰色 20 0-2 No. 8 末野産

47 須恵器蓋 (14 8) (1.5) AD片 不良 黒褐色 20 0-2 No. 7 末野産

48 須恵器高台付皿 15 0 (2.3) ABCF片 不良 灰色 60 Q~ 2 No.33 末野産高台部分剥離

49 須恵器高台付杯 (1.3) (9.6) ACDF片 普通 灰色 20 0 ~ 2 No.26 末野産

50 土師器甕 (3.0) (5.1) ABCDEF 普通 褐色 20 0-2 No.19 

51 須恵器甕 ACD片 普通 灰色 0-2 No.37 末野産

52 須恵器甕 ADF 普通 淡灰色 0-2 末野産

53 土錘 残存長 7.4、幅 2.05、孔径 0.6cm、重量 290 g 90 0-2 Na 3 
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第43図遺構図(I) e、〗

2. 中・近世
宮西遺跡ては、中・近祉の遺構と遺物を検出した。

遺構は調査区全体にわたって検出された。溝跡11条、

土堀2閲に道路状遺構3基、性格不明遺構2基などて‘‘

ある。遺物は、天目荼碗、瀬戸、青磁碗などてある。

宮西遺跡の各区から検出された遺構は、 A区からは、

第3• 4 • 5号溝跡、第11• 12 • 13 • 14 • 15号土堀、

第1• 2号性格不明遺構を検出した。 B区からは、東

西方向に伸びる第3号溝跡の続きが検出された。また、

第17• 18号土堀を検出した。 C区からは、第1• 2 • 

3 • 4号道路状遺構を検出し、これに伴う掘り方てあ

る第9・10・11号溝跡を検出した。また、第22• 23号

土堀を検出した。 D区からは、第6• 7 • 8号溝跡と

第21号上壊を検出した。 E区からは、第1• 2号溝跡
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第45図遺構図(3)
を検出した。また、調査区東寄りに第2• 3 • 4号土

月
墟を、調査区中央に第20号土墟を、調査区西寄りに第

ら

6・7・8・9・10号土墟を検出した。 F区からは、

第1号土漿を検出した。 ー'|

調査区の北側には、大寄八幡神社が鎮座しており神

社との関連性をうかがわせる遺構の存在が期待された

が、検出された遺物も少量てあり、調査区も狭く、時

期や遺構の性格を明確にする資料としては不十分て‘‘あ

った。

以下、各遺構について述べる。
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(1) 溝跡

第1号溝跡（第47図）

調査E区西端のA・ B-2 • 3グリッドに位置する。

溝の形態は、東西方向に直線的に伸び、両端とも調査

区域外へ伸びる。重複関係は直交する第2号溝跡が存

在し、この第2号溝跡に切られている。西側は一部攪

乱を受ける。最西端は第7号土堀に切られている。

規模は、上輻1.53m、下輻0.27m、深さ0.53mてあ

る。検出された長さは8.60mてある。溝跡の底面の高

さは東側て‘52.88m、西側て''52.83mてあり、わずかな

がら西側が低いもののほぼ同じ高さてあった。溝跡の

主軸方向はS-82°-Eて‘ある。

出上遺物は、第50図1~3に図示した。古代の遺物

と中刊の遺物が検出された。 1 • 2は末野産の須恵器

坪て‘ある。 3は在地産の内耳鍋の底部と考えられる。

第2号溝跡（第47図）

調査E区西端のB-2•3 グリッドに位置ずる。溝

の形態は、南北方向に直線的に伸び、両端とも調査区

域外へ伸びる。重複関係は直交する第1号溝跡が存在

し、この第1号溝跡を切って第2芳溝跡は掘られてい

た。南側の一部は攪乱を受ける。

規模は、上幅1.72m、下幅0.31m、深さ0.83mてあ

る。検出された長さは3.33mてある。溝跡の底面の高

さは北側て‘52.54m、南側て‘52.60mてあり、わずかな

がら北側が低いもののほぼ同じ高さて‘あった。溝跡の

主軸方向はN-8°-Eて‘ある。

出土遺物は、第50図6に図示した。古代の遺物と中

椛の遺物が検出された。 6は渥芙焼の大甕の日縁部破

片とみられる。また、溝の覆土中からは拳大の石が多

く検出された。

第3号溝跡（第48• 49図）

調査A・B区のC~H-1• 2グリッドに位置する。

溝の形態は、東西方向に直線的に伸び、両端とも調査

区域外へ伸びる。重複関係は直交する第4• 5号溝跡

が存在し、この第3号溝跡を切り込んて‘‘いる。さらに

本溝跡は第1• 2号性格不明遺構を切っている。また、

重複する第13号土壊より新しく、第12• 15号土壊より

古い。

規模は、上幅0.45~0.94m、下輻0.10~0.62m、深

さ0.32~0.50mてある。検出された長さはA区て‘‘

23. 63m、B区て‘13.38mてある。溝跡の底面の高さは

A区東側て‘‘52.825m、西側て‘53.134mてあり、わずか

ながら東側が低く、高低差は約30c頑呈てある。 B区て‘‘

も東側て‘‘52.842m、西側てゞ 53.031mてあり、高低差は

約19cm程て｀ある。溝跡の主軸方向はS-86°-Eて‘あ

る。

出土遺物は、 E-2グリッドの第13号土堀北側から

常滑焼のすり鉢を検出した。

本遺構は、調査区の中間にあたる現道に沿って北側

に検出された。第3図の周辺遺跡遺構分布図に示され

ているように宮西遺跡第2次調査の成果によれば、遺

跡中央を東西に走る溝跡が検出されており、本遺構は

この溝に繋がるものと考えられる。時期としては、近

憔の溝跡の可能性が強い。また、東側の第9・10・11

号溝跡は本遺構より古く、この溝とは直接の重複関係

を持たないが、第1• 2号溝跡も古いと考えられる。

第4号溝跡（第48図）

調査A区東側のE-2グリッドに位置する。溝の形

態は、南北方向に直線的に伸び、北側は調査区域外へ

伸びる。重複関係は南側に第11・12号土壊が掘り込ま

れている。また、本溝跡の南端には直交する方向に第

3号溝跡が存在し、この第3号溝跡より新しいと考え

られる。

規模は、上輻1.40m、下幅0.50m、深さ0.28mてあ

る。検出された長さは1.62mてある。溝跡の底面の高

さは北側て‘52.88mて‘あった。溝跡の主軸方向はN-

1 °-Eてある。

出土遺物は、検出されなかった。

第5号溝跡（第49図）

調査A区中央のD-2グリッドに位置する。溝の形

態は、南北方向に直線的に伸び、北側は調査区域外へ

伸びる。重複関係は本溝跡の南端に直交する方向に第

3号溝跡が存在し、この第3号溝跡を切り込んて造ら

れ新しいと考えられる。
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第1号溝

1 黒褐色土 (lOYRZ/2) しまり良し 炭化物を若千含む

2 黄褐色土 (10YR4/3) しまり良し 鉄分、焼土粒子、炭化物を多量含む

3 黒褐色土 (10YR3/1) しまり良し ローム微粒子を多量含む

4 黒褐色土 (lOYRZ/3) しまり良し ローム粒子を若干、炭化物を多最含む

5 褐色土 (10YR4/6) しまり良し 地山粒子、鉄分を多量含む

6 褐色土 (10YR4/4) ザクザクの土地山粒子、鉄分を多醤含む

第2号溝

① 褐灰色土 (10YR4/1) ローム粒子を多量、炭化物を含む

②黒褐色土 (lOYRZ/2) やや粘性有り 炭化物を若干含む

③ 黒褐色土 (10YR3/2) 地山粒子を若干、焼上粒子、炭化物を多鼠含む

④ 暗褐色土 (10YR3/3) 鉄分を多量、炭化物を若干含む

⑤黒褐色土 (10YR3/1) やや粘性有り ローム粒子を多獄含む

⑥ 暗褐色土 (10YR3/4) 地山粒子、鉄分を多醤、炭化物を若干含む
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第3号溝

1 黒色土 （10YR2/l) しまり良し ローム粒子を若干含む

2 黒褐色土 (10YR2/2) 径2cm前後のローム粒子を多塁、鉄分を含む

3 黒褐色土 (!OYR3/l) やや粘性有り

第4号溝

4 黒褐色土 (10YR3/l) 粘性有り ローム粒子を多醤含む

゜
2m 
1 :60 

規模は、上幅1.42m、下輻0.20m、深さ0.47mてあ

る。検出された長さは2.34mてある。溝跡の底面の高

さは北側て‘‘52.66mてあった。溝跡の主軸方向はN-

1°-Eてある。本溝跡と第4号溝跡の距離は約12mて‘

ある。第2号溝跡との距離は軸方向て‘約24mてある。

これら 3条のほぼ同じ主軸方向をもつ溝跡は何らかの

関連性があるものと考えられる。

出土遺物は、古代の須恵器甕や土師器甕の破片が少

量検出されたが遺構の切り合い関係からみて混入と判

また、覆士中層から下層にかけて、第 2号

溝跡と同様に拳大の石が多く検出された。

第6号溝跡（第51図）

調査D区東よりの0-2グリッドに位置する。溝の

形態は、東西方向に緩やかに湾曲して伸びる。北西側

と南東側は調査区域外へ伸びる。重複関係は本溝跡が

東側に乎行して走る第7号溝跡を切り込んている。ま
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第 5号溝

1 耕作上

2 黒褐色士: (!OYR3/2) しまり良し ローム粒子を微醤含む

3 黒褐色七 (!OYR3/l) ローム粒子を微景、焼土粒子を若干含む

4 暗褐色t (!OYR3/3) しまり良し ローム粒子を若干含む

5 暗褐色土 （10YR3/4) ローム粒子、焼土粒子、炭化物を若千含む

6 黒褐色七 （10YR3/2) ローム粒子を多昂、炭化物を若干含む

7 黒褐色土 (7ふYR3/1)ザクザクの上、ローム粒子を多量含む

8 暗褐色土 (7.5YR3/4)やや粘性有り ローム粒子を多焙含む

C 53.3 C 
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第3号溝

1 黒色土 (10YR2/1) しまり良し ローム粒子を若干含む

2 黒褐色土 (10YR2/2) 径2cm前後のローム粒子を多塁、鉄分を含む

3 黒褐色土 (10YR3/1) やや粘性有り

゜
2m 
1: 60 

第45表溝跡出土遺物観察表（第50図）

番号 器種 日径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

1 須恵器坪 (1.6) (4  4) ACD片 普通 灰色 20 S D-1 末野産

2 須恵器高台付坪 (2.3) ACD片 評通 灰色 20 SD-1 No. 3 末野産

3 鍋 (2.1) (20 0) AD 不良 黒褐色 20 SD-1 (F区） 中・近世

4 須恵器甕 ACD片 普通 暗灰色 SD~ 5 No. 6 末野産

5 須恵器甕 ACD片 普通 暗灰色 SD-11 (C区） 末野産

6 須恵器甕 (45.2) (5.8) AE 普通 黒灰色 5 SD~ 2 No. 2 中椎？
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た、西側には第8号溝跡が位置する。

規模は、上輻1.23m、下幅0.14m、深さ0.85mてあ

る。検出された長さは8.50mてある。溝跡の底面の高

さは西側て‘‘51.74m、東側て‘51.67mて` あった。わずか

ながら西側が高く、東に傾斜する。溝跡の主軸方向は

西側部分がS-75°-Eてあるのに対し、東端部分て｀

s-45°-Eと軸方位が大きく傾き、溝全体が南方向に

大きく湾曲している。

出土遺物は、古代の須恵器や土師器の破片に混じっ

て少量て‘あるが中世の遺物を検出した。第52図1~18

は第6• 7号溝跡から検出した遺物てある。この中て‘

中桃の遺物は、 4が在地産の甕底部破片、 9は天目荼

碗の破片て‘‘ある。 11・12は中世瓦てある。また、 16は

火鉢の日縁部破片とみられ、小さなスタンプによる巴

文が巡る。 17• 18は内耳鍋て‘ある。 19は砥石て‘‘ある。

第7号溝跡（第51図）

調査D区東よりのO-2グリッドに位置する。溝の

形態は、東西方向に緩やかに湾曲して伸びる。北西側

と南東側は調査区域外へ伸びる。重複関係は本溝跡が

西側に平行して走る第6号溝跡によって切られている。

また、西側には第8号溝跡が位置する。

規模は、上幅0.92m、下幅0.30m、深さ0.40mてある。

検出された長さは2.70mてある。溝跡の底面の高さは

中央部分て‘‘51.85mてあった。溝跡の主軸方向はs-

72°-Eて‘あり、第6号溝跡と平行して検出された。

出土遺物は、古代の須恵器や土師器の破片に混じっ

て少鼠て‘あるが中世の遺物を検出した。第52図l~18

は第6• 7号溝跡から検出した遺物て‘ある。この中て‘‘

第7号溝の覆土から検出された中世の遺物は、 18の内

耳鍋と 19の砥石てある。

第8号溝跡（第51図）

調育D区中央の0-2グリッドに位置する。溝の形

態は、北西から南東方向に緩やかに湾曲して伸びる。

北西側と南東側は調査区域外へ伸びる。本溝跡の北西

側には第19号住居跡が位置する。東側には第6• 7号

溝跡が位置する。

規模は、上幅0.50m、下幅0.27m、深さ0.21mて‘あ

る。検出された長さは2.30mてある。溝跡の底面の高

さは西側て‘52.35m、東側て‘52.44mてあった。わずか

ながら東側が高く、西に傾斜する。溝跡の主軸方向は

西側部分がS-40°-Eてある。

出土遺物は、検出されなかった。
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第 6• 7号溝

1 暗褐色上 (lOYR3/3) 焼土粒子、炭化粒子を微星、ロームプロック少

醤、ローム粒子を含む

2 黒褐色t (10YR2/3) ローム粒子、ロームプロックを含む

3 黒褐色土 (lOYR2/2) ローム粒子少星、鉄分を多塁含む

4 黒褐色t (10YR3/2) ローム粒子、ローム、プロック少星、鉄分含む

5 黒褐色士 (10YR3/2) ローム粒子を少醤、鉄分を含む

6 黄褐色土 (lOYR5/6) ローム粒子主体とする（埋め戻しのロームか？）

7 暗褐色上 (10YR3/4) 焼上粒子、炭化粒子、ローム粒子、鉄分少量含む

8 黒褐色七 (lOYR2/3) ローム粒子、ロームプロック、鉄分含む

9 黒褐色土 (10YR2/3) ローム粒子、ロームプロック多娯、鉄分を含む

第 8号溝

1 暗褐色土 (lOYR3/3) 焼土粒子微醤、ローム粒子・プロック少鼠含む

2 黄褐色土 （10YR4/3) ローム粒子、ロームプロックを多量含む

第46表 第 6 • 7号溝跡出土遺物観察表（第52図）

番号 器種 日径 器高 底径 胎：t 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

1 土師器坪 02.6) (3.0) (9.8) ABDF 普通 橙褐色 20 SD-6 No.28 

2 土師器坪 (12.5) (3 5) ABDF 普通 褐色 20 SD-6 No.21 暗文

3 土師器台付甕 (3 3) (11.6) ABCDF片 普通 褐色 30 SD~ 6 No.10 末野産

4 土釜 (2. 7) (9.9) ADF 不良 褐色 10 SD-6 No.13 

5 須恵器皿 (2.5) (8.0) ACDF片 普通 褐色 40 SD -6 No.14 末野産

6 須恵器高台付杯 (3.2) (8  1) ACDF片 普通 灰色 20 SD-6 No. 5 末野産

7 埴輪 ACDF 普通 橙褐色

゜
S D ~ 6 No.15 • 16 

8 皿（灰釉） (1.8) (6.6) A 良好 灰色 10 S D-6 

， 天目荼碗 (6.2) 普通 荼褐色 10 SD-6 No.27 

10 支脚 残存長 90、幅 6.6cm ABDF 普通 褐色 40 SD~ 6 No. 6 

11 平瓦 ACF 普通 灰褐色 10 SD-6 No.33 

12 丸瓦 ABCDF片 不良 褐色 10 SD-7 No. 5 

13 土師器坪 (1.0) ABCDEF 普通 褐色 10 S D-7 

14 須恵器杯 (14.3) (3.3) ACDF片 普通 灰色 10 SD-7 末野産

15 不明 F 不良 褐色 5 SD~6•7 上層

16 鉢 AF 普通 荼褐色 5 SD-6・7上層

17 内耳鍋 (24.1) (4 2) AF 普通 褐灰色 5 SD-6・7上層

18 内耳鍋 (29.0) (4 4) A 不良 黒褐色 5 S D-7 

19 砥石 残存長 10.2、幅 2.8、厚さ 21cm、重鼠 94.4g S D-7 

20 古銭 銭径 2.47、穿径 0.57cm、重量 3.56 g 100 0 ~ 2 No.40 寛永通宝

-57--



第52図 第6 • 7号溝跡出土遺物
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(2) 道路状遺構

道路状遣構（第53図）

調査C区西側の I• J -2グリッドから道路状遺構

を検出した。北側および南側は、調査区域外となり検

出した長さは南北がわずかに1.50m、東西14.OOm前

後て‘‘あった。道路の方向はN-50°-Eてある。道路状

遺構と判断した理由は、第一に、平面観察および断面

観察において硬化面を検出したことによる。第二は、

硬化面の直下に凹凸が細かく残されていた点て‘‘ある。

第三は、硬化面の下部構造に掘り方を伴い、掘り方内

には版築構造とみられる埋土が観察された。しかし、

古代の道路状遺構にみられる波板状の掘り込みは認め

られなかった。

鴫状遺構は断面観察によって硬化面が4ヶ所検出

された。東側から第1号道路状遺構とし順次第2• 3 • 

4号道路状遺構とした。

第1号道路状遺構は、最も東寄りに硬化面を検出し

たものて‘‘、断面観察による第19層が該当する。硬化面

の輻1.20m、厚さ 6~20cmてあった。本道路跡の掘り

方は第21層のやや粘性をもち、多皇の黒褐色土によっ

て埋め戻されていた。掘り方は第9号溝跡とした。掘

り方規模は東西輻約2.00m、深さ 8~20cm程て‘‘ある。

第2号道路状遺構は、第1号道路状遺構の西側に硬

化面を検出した。断面観察による第4層が該当する。

硬化面の幅0.88m、厚さ 8cmてあった。本道路跡の掘

り方は第5層の地山粒子を含む黒褐色土によって埋め

戻されていた。掘り方は第10号溝跡とした。掘り方規

模は東西輻約0.80m、深さ10c頑呈て` ある。この第5層

は第 1号道路状遺構の掘り方第21層を切って掘り込

まれていた。

第3号道路状遺構は、第2号道路状遺構の西側に硬

化面を検出した。断面観察による第6• 7層が該当す

る。硬化面は蒲鉾状に中央部分が高くなっていた。輻

2.70m、厚さ 2~13cmてあった。本道路跡の掘り方は

第8~14層によって埋め戻されていた。第9層は地山

粒子を 3割、第10層は地山粒子を 4割ほど含み良くし

まった層て‘あった。第12層は褐色土と黒色土が3: 7 

の割合て混じり合い、かなり良く突き固められた層て‘‘

あり、第13層は黒褐色土と黄橙色土が混じり合い突き

固められ、やや粘性をもつ。第14層は粘性の強い層て‘‘

あった。掘り方は第11号溝跡とした。掘り方規模は東

西輻約2.80m、深さ63c両茎て‘ある。この掘り込みは東

側の第2号および西側の第4号道路状遺構を切り込ん

て造られていた。

第4号道路状遺構は、第3号道路状遺構の西側に硬

化面を検出した。断面観察による第17層が該当する。

硬化面の幅1.20m、厚さ 5cmてあった。本道路跡の掘

り方は存在せず、地山面直上に硬化面を検出した。

第1~4号道路状遺構のうち第3号は道幅が広く硬

化面も他に比較し最も硬い。また、第3号の硬化面に

は多量の古代の土器片が混入していた。掘り方も深く、

版築状の構造をもっていた。第1• 2 • 3号はほぼ併

行しており、いずれも掘り方をもつ点て共通していた。

第1号は第2号より、第2号は第3号より古いとみら

れる。第1号は第2号より硬化の度合いは弱く、遺物

もほとんど出土していない。第4号は、掘り方をもた

ず、第3号に壊されていた。第1• 2号との新旧関係

は不明てある。第1~3号は北東から南西方向に比較

的まっすぐのびており、第4号は南西方向に湾曲し他

の道路遺構とはわずかながら方向が異なる。

いずれの道路状遺構も、硬化面の直下には多くの凹

みがみられた。また、第3号は深い箱状の掘り方をも

つ点て‘‘他の道路状遺構とは異なる構造て‘あった。

調査区の北側には大寄八幡神杜が存在し、本道路跡

は神社境内に伸びていることになる。現存する神社が

いつの時期にこの位置に建立されたのか、また、道普

請の時期には神社があったのかどうか、神社の起源や

道路の性格は不明てある。

検出した遺物は、第3号道路状遺構の硬化面から図

示した第53図1~5てある。いずれも、古代の土師器

坪・甕、須恵器杯て‘‘あった。中世の遺物は検出てきな

かった。
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第53図 道路状遺構・出土遺物
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C区道路状遺構

］ 表 土地山プロックを主体とする

II 表 土地山プロックを主体とする

III 表 土地山プロックを主体とする

1 黒褐色土 (7.5YR3/1)しまり良し 地山粒子を少盪、軽石を含む
2 黒褐色土 (7.5YR3/2) しまり良し 焼土粒子を若干、軽石を含む
3 黒褐色土 (lOYRZ/3) しまり良し やや粘性有り 地山粒子微醤、軽石を含む
4 黒褐色土 (10YR3/l) 固くしまり硬化している 径 1~2cm前後の小石含む
5 黒褐色土 (10YR3/2) 炭化物を若干、地山粒子を含む

6 暗褐色土 (!OYR3/3) 比較的軟らかい暦 地山粒子を多撮含む
7 黒褐色土 (!OYRZ/2) 良く固められている地山プロック、焼土粒子少禄含む
8 黒褐色土 (10YR3/l) フカフカの土 地山粒子若千含む

9 褐灰色土 (!OYR4/3) しまり良し 地山粒子多醤含む

10 黄褐色土 (10YR4/3) しまり良し 黒褐色上を多棗含む

11 灰黄褐色土 (10YR4/2) 比較的軟らかい層 10cm大の地山プロック含む
12 褐色土 (10YR4/6) かなり固められた層黒褐色土を多醤、褐色土を含む
13 黄橙色土 (!OYR6/4) やや粘性有り 黒褐色土、黄橙色土の混合で、つき固

められている(12層よりは軟らかい）
14 黄橙色土 (10YR7 /3) かなり粘性有り 掘りすぎか？
15 灰黄褐色土 (!OYR4/2) 攪乱

16 黄褐色上 (10YR5/6) しまり良し 黒褐色土を多量含む
17 黒褐色土 (10YR3/1) しまり良し 硬化している層て比較的薄い堆積
18 暗褐色土 (7.5YR3/4)地山粒子を若干、炭化物を含む

19 黒褐色土 (7.5YR3/2)しまり良し ローム粒子多量、炭化物若干含む 硬化

の度合いは 4屑よりも低い
20 褐灰色土 (10YR4/l) 攪乱

21 褐色上 （10YR4/4) やや粘性有り 黒褐色土を多量含む
22 掲色 土 （10YR4/6) 黒褐色土を微鼠含む

＼＿］ニ―口／

゜
10cm 
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第47表道路状遺構出土遺物観察表（第53図）

番号 器種 日径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

1 上師器坪 (15 2) (3. 2) ABDF 普通 赤褐色 10 3号道路内

2 土師器坪 (12. 9) (2. 9) ABDF 将通 荼褐色 10 3号道路内

3 須恵器坪 (15.5) (4. 5) ABCF 普通 乳灰色 10 3号道路内

4 土師器甕 (16. 9) (3 9) ABC 普通 暗褐色 5 3号道路内

5 土師器甕 (21.8) (3. 7) BDF片 許通 明褐色 10 3号道路内

第48表 道路状遺構出土遺物計量表

遺構名 1 区 1 it贔値 1 土師坪顆 1 土師甕類 1 士師壺類 1 須恵坪類 1 須恵甕類 I須恵壺頷 Iその他 I 中・近世

3号道路 I C 1破片数（片）

3号道路 C 重量(g)

37 

63.8 

ll8 

463.0 

11 

42.3 

。
6
一泣 7

 

1
-
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(3) 土墟

第1号土堀（第54図）

調査F区東端の I-3グリッドに位置する。北側と

東側は調査区域外になる。形態は短冊形てある。規模

は長径1.38+£ m、短径0.52m、深さ0.21mて、主軸

方位はS-88°-Eてある。底面は平坦て‘ヽ 、壁の立ち上

がりはほぼ垂直てある。

第2号土堀（第54図）

調査E区東端の F-2•3 グリッドに位置する。北

側、南側と東側は調査区域外になる。南側に位置する

第3号土壊に切られている。形態は方形て‘ある。規模

は長径1.20m、短径0.52+£m、深さ0.37mて、主軸

方位はN-1°-Wてある。底面は平坦て［壁の立ち上

がりはやや緩やかてある。

第3号土堀（第54図）

調査E区東端のF-2• 3グリッドに位置する。北

側、南側と東側は調査区域外になる。形態は方形てあ

る。規模は長径1.35m、短径0.87+£m、深さ0.42m

て、主軸方位はN-1°-Wて‘ある。底面は平坦て‘あ

る。形態、規模主軸方位とも第2号土壊と類似する。

第4号土堀（第54図）

調査E区東側のF-2 • 3グリッドに位置する。南

側は調査区域外になる。形態は短冊形てある。規模は

長径0.90+£m、短径0.76m、深さ0.15mて‘‘、主軸方

位はN-22°-Wてある。底面はやや凹凸をもつ。

第6号土壊（第54図）

調査E区西側のA.B-3グリッドに位置する。南

側は調査区域外となり、本土漿の中央には攪乱が南北

に走る。形態は楕円形てある。規模は長径2.70m、短

径1.14+£ m、深さ0.51mて、主軸方位はN-82°-W

てある。底面は西側が大きく掘り込まれ深く東側に向

け徐々に浅くなる。

第7号土堀（第54図）

調査E区西側のA-2•3 グリッドに位置する。北

側は調査区域外になる。形態は隅丸方形と考えられる。

規模は長径1.50+£m、短径1.05+£m、深さ0.34m

て、主軸方位はN-5 °-Eてある。底面は平坦て、壁

は直立する。

第8号土塀（第54図）

調査E区西端のA-3グリッドに位置する。南側は

調査区域外になる。重複する第10号土堀を切り込んて‘‘

造られている。形態は不整形て‘‘ある。規模は長径

0.85+£m、短径0.37+£m、深さ0.21mて‘‘、主軸方

位はN-73°-Wてある。底面は船底型て‘ある。

第9号土壊（第54図）

調査E区西端のA-3グリッドに位置する。南側は

第8• 10号土壊と重複し、第10号を切り込み、第8号

に切られている。形態は長方形て‘‘ある。規模は長径

1.12+£m、短径0.51m、深さ0.10mて、主軸方位は

N-10°-Eて‘ある。底面は第10号土壊の第1層を切り

込み第2層の面を平坦にして利用されている。

第10号土壊（第54図）

調査E区西端のA-3グリッドに位置する。南側は

調査区域外になる。重複する遺構は第8• 9号土猥が

あり、いずれよりも古い。形態は隅丸長方形てある。

規模は長径1.74m、短径0.78+£m、深さ0.45ml.,‘、
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第54図 第 1~4  • 6~|2号土塙
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第2号土城

1 暗褐色土 (10YR3/4)

2 黒褐色土 (10YR2/3)

3 黒褐色土 (!OYRZ/2)

4 灰黄褐色土 (!OYR4/2) 

第3号土壊

5 褐灰色土 (7.5YR4/1) しまり良し 焼土粒子、炭化物を若干含む

6 黒褐色土 (7.5YR2/2) しまり良し 一屈に比し焼土粒子、炭化物多量含む

7 黒褐色土 (7.5YR3/l) 焼土粒子を多羅、ローム粒子を少徽含む

8 黒色土 (7.5YR2/1) ローム粒子を少量含む

9 黒褐色土 (7.5YR3/1) ローム粒子を多量、炭化物を若干含む

10 黒褐色土 (7.5YR2/2) ローム粒子を少量含む

第4号土壊

1 黒褐色土 (!OYRZ/3)

2 暗褐色土 (!OYR3/4)

3 褐色土 (!OYR4/6)

第6号土城

1 黒褐色土 (7.5YR3/2) しまり良し 地山粒子を若干含む

2 極暗褐色土 (7.5YR2/3) しまり良し 地山粒子を多塁、鉄分若干含む

3 暗褐色土 (7.5YR3/3) しまり良し 地山プロックを含む

4 明褐色土 (7.5YR5/6) ボロボロの土鉄分を多贔含む

5 褐色土 (7.5YR4/6) 地山粒子、焼土粒f、炭化物を若干含む

第7号土堀

1 SD!の覆土

2 褐色土 (7.5YR4/3) 

3 黒褐色土 (7.5YR2/2) 

4 褐色土 (7.5YR4/6)

第8号土漿

1 黒褐色土 (7. 5YR3/2) 鉄分を多量、地山粒子を若干含む

2 褐色土 (7.5YR4/6) 粘性有り 地山粒子を多量含む

しまり良し ローム粒子を少畠含む

焼土粒子、ローム粒子を少星含む

ローム粒子をプロック状に含む

焼土粒子、ローム粒子を多蜀、鉄分を若干含む

A 53.6 A' 

径 4~5c皿の地山プロックを含む

炭化物を多星、ローム粒子を含む

やや粘性有り しまり良し 炭化物を若干含む

しまり良し

しまり良し

しまり良し

砂質土

焼土粒子、炭化物を多量含む

地山粒子を多星、鉄分、土器片を含む
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第9号土横

3 暗褐色土 (7.5YR3/4) 地山粒子、焼土粒子、炭化物を多量含む

4 極暗褐色土 (7.5YR2/3) しまり良し 粘性有り 焼土粒子を若干含む

第 10号土塙

5 黒褐色土 (7.5YR3/1) 地山粒子、炭化物を若干含む

6 暗褐色士 (7.5YR3/4) ローム粒子、焼土粒子を若干含む

7 褐色土 (7.5YR4/3) やや粘性有り 炭化物を若干含む

8 褐色土 (7.5YR5/4) やや粘性有り ローム粒子を多塁含む

第 11号土壊

1 黒褐色± (7.5YR3/1) 焼土粒子、炭化物を若干含む

2 黒褐色土 (7. 5YR3/2) 炭化物、ローム粒子を多量含む

3 暗褐色土 (7.5YR3/4) ローム微粒子を含む

4 灰褐色土 (7.5YR4/2) 炭化物を多醤、ローム粒子を若干含む

第 12号土漿

5 燻褐色土 （lOYRZ/2) しまり良し 炭化物を若千含む

6 灰黄褐色上 (10YR4/2) ローム粒子を多昼含む

7 褐 色 i: (10YR4/4) ロームプロックを多醤含む
8 黒褐色上 (10YR2/3) やや粘性有り ロームプロック含む

9 暗褐色土 (10YR3/4) 焼土粒子若干、鉄分、径4~5c皿のロームプロック

多届含む

10 褐色土 (10YR4/4) やや粘性有り 黒褐色土を多醤含む

11 黒褐色土 (10YR3/1) ザクザクの土 ローム粒子を多撮、炭化物を含む

゜
2m 
1: 60 
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第55図
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第 13号土堀

1 黒色土 (7.5YR2/l) しまり良し 炭化物を少量含む

2 黒褐色土 (7.5YR3/l) ローム粒子を少量含む

3 黒褐色土 (7.5YR3/2) ローム粒子を多量含む

4 暗褐色土 (7.5YR5/6) 黒褐色土を多最含む

第 14号土城

1 黒褐色土 (10YR3/l) しまり良し ローム粒子をほとんど含まない

2 黒褐色土 (10YR2/Z) しまり良し ローム粒子を少醤含む

3 黒褐色土 (10YR2/3) やや粘性有り ローム粒子を若干含む

4 褐色土(lOYR4/4) やや粘性有り 黒褐色土を多量含む

5 暗褐色土 (lOYR3/4) oーム粒子、炭化物を若干含む

6 灰黄褐色土 (10YR4/Z) 黒褐色土を多量含む

7 黄褐色土 (lOYR6/4) やや粘性あり しまり良し

8 黄褐色土 (IOYR6/4) 鉄分を多星、地山プロックを含む

9 黄褐色土 (lOYR6/4) 鉄分を多届、地山プロックを含む

第 15号土堀

1 黒褐色土 (10YR3/l) しまり良し ローム粒子を少量含む

2 黒褐色土 (lOYRZ/3) ローム粒子を多量、焼t粒子、炭化物を若干含む

3 暗褐色土 (lOYR3/4) 

A 

A 53.l 

A 

¥I 
SK 21 A―〔□—A

i

:
 

A' A 52.9 A 

第 17号土城

1 熙褐色土 (lOYRZ/2) しまり良し 地山粒子を含む

2 暗褐色土 (10YR3/3) 径 2~5cmの地山プロックを多量含む

3 灰黄褐色土 (10YR4/2) 地山粒子を若干含む

第 18号土城

4 褐灰色土 (10YR4/l) しまり良し ローム粒子を若干、炭化物を少呈含む

5 黄褐色土 (10YR4/3) 軟らかい土 炭化物を若干含む

6 黄褐色土 (10YR4/3) ローム粒子を多量、炭化物を微醤含む

第 19号土城

1 黒褐色土 (10YR3/2) しまり良し 焼土粒子、炭化物を若干含む

2 暗黒褐色土 (10YR3/3) やや粘性有り 炭化物を多醤、褐色土を含む

3 暗黒褐色土 (10YR3/4) やや粘性有り 砂質土 褐色土を多呈含む

4 黒褐色土 (lOYRZ/3) やや粘性有り 焼土粒子、炭化物を多塁含む

5 褐色 土(10YR4/6) 砂質土粘土を若干、炭化物を多星含む

6 明黄褐色土 (10YR6/6) ガリガリの地山プロック含む

第 20号土城

1 褐色土 (10YR3/l) 地山粒子、焼土粒子を多量含む

2 褐色土 (lOYRZ/3) 地山粒子を多＿せ、焼土粒子、炭化粒子を若干含む

3 黄褐色士 (10YR6/6) 炭化物を若干、地山プロックを含む

第 21号土堀

1 暗褐色土 (10YR3/3) ローム粒子多量、焼土粒子、バミス状白色粒子を含む

2 黒褐色土 (10YR3/2) ローム粒子多量、ロームプロック、焼土粒子、パミス状

白色粒子を含む

3 黒褐色土 (10YR3/2) ロームプロック多景、ローム粒子、焼土粒子、パミス状

白色粒子、緑泥片岩、安山岩片を含む

4 暗褐色土 (10YR3/3) 焼土粒子、パミス状白色粒子を多量含む

5 黒褐色土 (10YR3/2) ローム粒子を少羅、焼土粒子、炭化粒子を含む

第 23号土塀

1 灰黄掲色上 （10YR4/2) 地山粒子を含む

2 黄褐色土 (10YR4/3) 炭化物を若干含む

3 褐灰色上 (10YR4/1) 地山粒子多醤、炭化物を含む

4 褐色士 (10YR4/4) しまり良し 炭化物を微量含む

゜
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主軸方位はN-88°-Wてある。

第11号土壊（第54図）

調査A区東側のE-1•2 グリッドに位置する。北

側は第4号溝跡と重複し溝跡を掘り込み造られている。

南側は第12号土横と重複し切られている。形態は楕円

形てある。規模は長径1.38m、短径1.27m、深さ0.24

mて、主軸方位はN-86°-Eて‘ある。

第12号土堀（第54図）

調査A区東端のE-1•2 グリッドに位置する。南

側は第3号溝跡によって切られ、北側は第11号土墟を

切って造られている。形態は楕円形てある。規模は長

径1.65+£m、短径1.23m、深さ0.42mて、主軸方位

はN-85°-Eて‘ある。底面は中央部分がやや深い。

第13号土壊（第55図）

調査A区東側のE-2グリッドに位置する。南側は

攪乱を受け、北側は第3号溝跡によって切られている。

形態は楕円形て‘ある。規模は長径0.88m、短径0.78

m、深さ0.38mて、主軸方位はN-2°-Wて‘‘ある。

第14号土壊（第55図）

調査A区中央のD-2グリッドに位置する。南側は

調査区域外に伸びる。北側は第3号溝跡を切り込んて‘

造られていた。形態は楕円形て‘ある。規模は長径1.30 

m、短径0.63+£m、深さ0.63mて、、主軸方位はN-

5°-wて‘ある。底面は東側が最も深く階段状に西側が

浅くなる。

第15号土壊（第55図）

調査A区中央のD-2グリッドに位置する。北側は

第3号溝跡によって切られている。形態は楕円形てあ

る。規模は長径106+£m、短径0.80m、深さ0.12m

て、主軸方位はN-2°-Wて‘ある。底面は平坦てあ

る。

第17号土堀（第55図）

調査B区中央のH-2グリッドに位置する。北側は

調査区域外となる。第18号土城を切って造られてい

る。

形態は長方形て‘ある。規模は長径l.19+£m、短径

1.03m、深さ0.20mて‘‘、主軸方位はN-5°-Wて‘あ

る。底面は平坦て‘あり第18号土城の底面よりもわずか

に深く掘り込まれている。

第18号土堀（第55図）

調査B区中央のH-2グリッドに位置する。北側は

調脊区域外となる。第17号土墟に切られている。

形態は長方形て‘ある。規模は長径0.90+£m、短径

0.51m、深さ0.13mて、主軸方位はN-20°-Wて‘あ

る。底面は平坦て‘ある。

第19号土堀（第55図）

調査A区西側のD-1グリッドに位置する。

形態は長方形とみられる。規模は長径1.46+£m、

短径0.60m、深さ0.36mて、主軸方位はS-64°-Wて‘‘

ある。掘り込みはやや深く、底面は中央部分がやや凹

むがほぼ乎坦て‘ある。

第20号土壊（第55図）

調査E区東側のE-2グリッドに位置する。第15• 

23号住居跡と重複する。形態は楕円形て‘ある。規模は

長径0.65m、短径023+£m、深さ0.13mて‘、主軸方位

はN-1 °-Wて‘ある。底面は平坦て‘ある。

第21号土壊（第55図）

調査D区西側のN-2グリッドに位置する。北側は

調宵区域外となる。形態は楕円形てある。規模は長径

0.98m、短径0.55+£m、深さ0.78mて、主軸方位は

s -82°-Wて‘‘ある。
第22号土壊（第55図）

調査B区中央のJ-2グリッドに位置する。北側は

調査区域外となる。南側に第23号土漿が存在する。形

態は長楕円形てある。規模は長径2.30m、短径0.57+

£m、深さ0.02mて‘ヽ 、主軸方位はS-86°-Wてある。

底面は平坦て‘ある。

第23号土塀（第55図）

調査B区中央のJ-3グリッドに位置する。北側に

は第22号土壊が存在する。形態は楕円形てある。規模

は長径0.71m、短径0.57m、深さ0.08mて、主軸方位

はN-84°-Wてある。底面は西寄りにピットが掘り込

まれている。
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3.その他
(1) 性格不明遺構（第56図）

調査A区中央のD•E-2 グリッド

に位置する。東側に第4号溝跡、西側

に第5号溝跡が位置し、中間に浅い竪

穴状遺構2基を検出した。東側の遺構

を第1局性格不明遺構、西側の遺構を

第2号性格不明遺構とした。南側は調

査区域外となり遺構が伸びる。重複遺

構は東西方向に走る第3号溝跡によっ

て遺構中央部分を切られていた。また、

第13• 14号土墟によっても切られてい

た。いずれも出土遺物は検出されなか

第56図性格不明遺構

A 53.2 A' 

゜
2m 
1 :60 

った。

第1号性格不明遺構は第3号溝跡の北側に北壁のみ

検出され、溝南側は不明てある。規模は東西3.80m、

(2) その他の遺物

口ー ／ 

＼—二＂
5 

ロ ー／

ローロ

深さ0.03mてあった。

第2号性格不明遺構の規模は東西5.10m、南北1.70 

m、深さ0.10mて‘あった東西軸はN-7°-Wてある。

は奈良•平安時代の遺物と江戸時代の寛永通宝を図示

調査区内からは、表面採集された資料および後世の した。

撹乱追構の覆土に混在した遺物が検出された。第57図

第57図表面採集遺物
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第49表表採遺物観察表（第57図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

1 土師器坪 02.0) (2 6) ABCDF 普通 褐色 10 S K-21 

2 土師器坪 (13 8) (2.8) ABDF 普通 褐色 20 S K-21 

3 須恵器坪 (2.1) (5.1) ACDE片 普通 灰色 10 sk-21 末野産

4 須恵器蓋 (1.9) ACDF片 普通 褐灰色 30 表採 末野産つまみ径 3.2cm

5 須恵器坪 (l _ l) (6. 2) ACDF片 普通 灰色 40 SK-1 末野産

6 須恵器高台付坪 (1 6) ADF片 普通 灰褐色 10 sk-1 末野産

7 碩恵器高台付坪 (3 9) (8.2) ACDEF片 普通 灰褐色 10 S K-21 末野産

8 古銭 銭径 2.16、穿径 0.63cm、重盤 1.78 g 80 c区 寛永通宝
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第58図 縄文時代の遺物
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第58図は縄文時代の遺物てある。宮西遺跡の調査区

内からは縄文時代の遺構は検出されなかった。出土状

況は後惟の遺構の覆土に混入していた遺物および表面

採集遺物てある。

1 ~ 3は深鉢形土器てある。

1は胴部の破片てある。竹管状の施文具により、刺

突文を連続的に施し、 その下位に横線を施す。胎土に

は繊維を含む。前期後半の黒浜式てある。第6号住居

跡覆土に混入していた。

4 ~ 6は石器て‘ある。いずれも完形品てある。

4、

八只
□
□
4
 

~
 

゜
10cm 

5は打製石斧てある。

2は日縁部の破片てある。 日縁部は肥厚している。

竹管状のエ具による角押文を施す。胎土中には雲母片

を多く合む。中期前半の阿玉台式て‘ある。第21号土墟

の覆土に混在していた。

3は胴部の破片てある。縦位の沈線と縄文による懸

垂文を施す。縄文は単節RLと思われるが、摩滅が著

しく不明瞭て‘‘ある。中期後半の加曾利E式てある。 A

区表面採集。

4は短冊形に近い撥形てある。刃部はやや直線的て‘、

基部は丸みを帯びている。正面に自然面を残している。

背面を中心にして、磨耗痕が認められる。長さ8.6cm、

輻4.3cm、厚さ1.5cm、重量82.2gてある。石材は凝灰

岩て‘ある。表面採集。

5は撥形て‘ある。刃部はV字形、基部は丸みを帯び

ている。正面に大きく自然面を残している。長さ9.3

cm、幅5.2cm、厚さ1.6cm、重贔73.0gて‘‘ある。石材は

ホルンフェルスてある。 N-2グリッド出土。

6は剥片てある。自然面を一部に残している。刃部

は細かい調整がなされている。刃部は直線的て‘ある。

つまみ状に調整が加えられている部位もあり、大型粗

製の石匙かもしれない。長さ6.5cm、幅11.4cm、厚さ1.2

cm、重量76.7 gてある。石材は粘板岩て‘ある。第5号

溝跡の覆土に混入していた。

-66--



v 結語
1.古代の集落形態について

宮西遺跡の発掘調査の結果、奈良•平安時代の集落

跡を検出した。調査面積は、現在の道路拡幅に伴う範

囲て‘‘あることから非常に狭いものてあった。しかし、

竪穴住居跡2碑fを検出した。これらの竪穴住居跡は、

単独て‘存在する遺構は少なく、その多くは重複関係を

もって検出された。集落は、遺構の集中する個所と散

漫になる個所が存在し、このことは、建物が存在する

居住空間と畑地や閑地と考えられる非居住空間の集合

によって集落が形成されているものと考えられる。こ

のような集落のあり方に注目し、資料的制約は多いが

若干の検討を試みる。

まず、宮西遺跡の集落の時期て‘あるが、調査D区の

西側から検出されたグリッド出土遺物や第9~11号

什痣跡、第24号住居跡などからは 8憔紀前半の遺物が

検出されている。土師器はいわゆる北武蔵型坪て‘ある。

底部丸底て丁I縁部は上方に立ちあがる。器高はやや浅

く体部外面には未調整部をもつ。甕は「＜」の字状口

縁茫‘ある。須恵器は、第47図47の末野産のかえりをと

もなう蓋、 29の盤、 30の高台付盤が出土し、透かしを

もつ円面硯が出土している。さらに、鉄鏃が検出され

た。本遺跡において、これらの遺物の性格は不明てあ

るが、遺構からは、官街的性格は認められず、竪穴住

居跡を主体とした集落て‘‘あったと考えられる。第

9~16号住居跡出土遺物には8世紀末から 9世紀初頭

の遺物も混在している。また、第16号住居跡出土の須

恵器甑や高台付杯は、 9世紀後半とみられる。集落の

終焉は、はっきりとはしないが、第5号住居跡のカマ

ド内から検出された第10図1• 2の土師器坪が時間的

目安として指摘て‘きる。底部形態は推定て‘あるが、平

底て1本部が外傾に直線的に開いて立ちあがる。中堀遺

跡（末木・田中 1997)の第V棋月に同様の土師器杯が

見られ概ね9世紀末～10世紀初頭頃と考えられる。

このように、宮西遺跡の集落の存続時期は今検討し

たように 8世紀前半から10匪紀初頭にかけてと考え

られる。 10世紀以降の集落がどのように展開するか

は、今のところ不明てある。

さて、検出された土器の検討から宮西遺跡の存続時

期がつかめ継続的に営まれていた様子が理解てきた。

次に、遺構について検討を加えてみる。

翌穴住居は重複が多く、 しかも、ほぱ同じ方向に建

物の軸方位をもち、地形的な立地条件も兼ね備えると

はいえ真北を向く住居跡が多く認められる。カマド位

置が不明な住居跡が多く主軸方位て‘‘はなく東西軸て‘‘住

居跡の方位を示してみた（第59図）。そして、わずかな

がら住居の位置を東西、あるいは南北に移動して建て

替えが行われている。

本集落内の遺構のまとまりをA~Dブロックとした

（第60図）。建て替えの方法は様々てあると考えられ

るが、 Aブロックては、外側に位置するやや大型の第

15号住居跡の中に、小型の第4号住居跡が設けられ、

ブロック全体ては西から東方向に移動していると考え

られる。 Bブロックては攪乱が激しく不明瞭て‘ある。

Cブロックてはやはり、外側に位置するやや大型の第

25号住居跡の中に小型の第24号住居跡が設けられ、ブ

ロック全体ては東から西方向に移動していると考えら

れる。 Dブロックては、ほぼ同じ規模の9• 10。11・

16号1打居跡が北壁を同じ位置に設けて建て替えが行わ

れている。ブロック全体ては西から東方向に移動して

いると考えられる。このように、ブロック内における

第59図 竪穴住居跡の軸方位
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建て替えの規則性が存在すると考えられる。

古代集落に見る遺構の存在形態は、様々な配置をも

つ。特に、竪穴住居跡の存在は、各集落や集落の立地

条件によって巽なると考えられる。同時期に営まれて

いたと考えられる将監塚・古井戸遺跡ては台地上に集

落が展開する。調査の結果、将監塚・古井戸遺跡は、

18叩の竪穴住居跡を検出した集落てあるが、重複する

竪穴住居跡の存在はほとんど認められない印樹原・檜

下遺跡て‘、も重複する遺構はほとんど認められない。 }

)

 

うした集落間にみる相違はどのような背景を持つのて‘

あろうか。宮西遺跡のように遺構の重複が規則的に連

続し、継続的に同じ場所を利用する集落は、居住者個々

の継続性が存在すると考えられる。一方、将監塚・古

井戸遺跡ては、遺構の重複が認められず、個々の継続

性がない。まったく異なった場所に新たな住居跡を設

営する断絶的占地て‘あったといえる。将監塚・古井戸

遺跡の分析を試みた鈴木は土地管理システムの存在を

想定し、集落域は特定されているが、個別の住居占地

は特定の系譜をもたず、継続的な排他的占取を認めな

い個別住居を超えた上位の機構の存在を想定すべきと

している（鈴木 1997）。このことは、居住は個々の意

息て行われたのてはなく、特定の場所に一世代のみの

居住を想定させる。

宮西遺跡の場合は、 このような土地管理システムと

は異なり、住居占地に特定の系譜が認められる可能性

がある。律令杜会て‘‘は、公地公民制のもとて,)JI田収授

法によって個々に日分田が与えられた。 しかし、養老

7年 (723年）には三世一身法、天平15年 (743年）に

は墾田永年私財法が出され公地公民制は崩れ、国家に

よる土地支配に大きな変化がみられた。そのことが、

地方における集落の存在形態にも影響を及ばしたこと

は十分考えられる。宮西遺跡における住居占地のあり

方は、律令社会の変化の中て‘‘「計画的集落」の土地管

理システムとは違った形態て再編された集落と考えら

れる。今後、本遺跡の西側て岡部西部工業団地の造成

に伴って調査された宮西遺跡第 1 次•第 2 次や大寄遺

跡の調査成果とも合わせて再考を試みたい。

第60図 宮西遺跡の古代集落単位図
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2. 中世の道路状遺構について

宮西遺跡の調査ては、調査c区西側の I• J -2グ

リッドから道路状遺構を検出した。その性格について

若干の検討を試みてみたい。

今回の調査によって検出した道路状遺構の長さは南

北がわずかに1.50m、幅は4回の改修を行っているた

め全体て東西14.OOm前後てあった。道路の方向は

N-50°-Eてあり、南西から北東方向にのびている。

さらに、南側にあたる調査F区からの検出はされてい

ない。検出した道路状遺構は、調査E区と F区の未調

査区を抜けるのか、あるいは、調査区中央を東西に走

る積道部分に伸びているのか不明てある。

麟状遺構と判断した理由は、第一に、平面観察お

よび断面観察において硬化面を検出したことによる。

第二は、硬化面の直下にピット状の凹凸が細かく残さ

れていた点て‘ある。第三は、硬化面の下部構造に掘り

方を伴い、掘り方内には版築構造とみられる埋土が観

察され、掘り込み地業が行われていた。波板状の掘り

込みは認められなかった。

道路状遺構は断面観察によって硬化面が4ヶ所検出

された。東側から第1号道路状遺構とし順次第2• 3 • 

4号道路状遺構とした。

第1号道路状遺構は、最も東寄りに硬化面を検出し

たものて、硬化面の残存幅1.20m、厚さ 6~20cmてあ

った。掘り方規模は東西幅約2.00m、深さ 8~20c両呈

てある。第 2号道路状遺構は、硬化面の残存幅0.88

m、厚さ 8cmて‘あった。掘り方規模は東西輻約0.80

m、深さ10c頑茎である。第3号道路状遺構は、硬化面

は蒲鉾状に中央部分が高くなっていた。残存幅2.70

m、厚さ 2~13cmてあった。掘り方規模は東西幅約

2.80m、深さ63cm程て‘‘ある。第4号道路状遺構は、硬

化面の残存幅1.20m、厚さ 5cmて‘あった。本道路跡の

掘り方は存在せず、地山面直上に硬化面を検出した。

第1~ 4号道路状遺構は、浅いながらも掘割状の形

態をとるものと考えられる。第3号は道幅が広く硬化

面も他に比較し最も硬い。また、第3号の硬化面には

多量の古代の土器片が混入していた。掘り方も深く、

第61図 宮西遺跡道路状遺構
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版築状の構造をもっていた。第1• 2 • 3号はほぱ併

行しており、いずれも掘り方をもつ点て共通していた。

第1号は第2号より、第2号は第3号より古いとみら

れる。第1号は第2号より硬化の度合いは弱く、遺物

もほとんど出土していない。第4号は、掘り方をもた

ず、第3号に壊されていた。第1~3号は北東から南

西方向に比較的まっすぐのびており、第4号は南西方

向に湾曲し他の道路遺構とはわずかながら方向が嬰な

る。

いずれの道路状遺構も、硬化面の直下には多くの凹

みがみられた、また、第3号は深い箱状の掘り方をも

つ点て他の道路状遺構とは異なる構造て‘あった。

道路状遺構からの検出遺物は先に述べたように第3

号の硬化面内に土師器・須恵器を伴う、これらの土器

群は 9憔紀第4四半期から10世紀初頭てあり、中世の

遺物は共伴しなかった。調査区の北側には大寄八幡神

杜が存在し、本道路跡は、現存する神杜境内に伸びて

いることになる。神社がこの位置にいつ建立されたの

か明らかてはないが、少なくとも、本道路跡が廃絶し

た以降と考えられる。このことから、概ね、平安後期

から中憔段階に造られた道路跡と考えられる。さらに、

遺構の構造や周辺の地理的環境をもとに検討を加えて

みる。

この時期の道路跡の調査例としては、埼玉県教育委

員会が「歴史の道」として中世の道鎌倉街道の現地調

査を進め、街道跡と伝えられる掘割状道路遺構の発掘

調査が、人間郡毛呂山町市場地区、比企郡嵐山町菅谷
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第62図 鎌倉街道と周辺遺跡分布図
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館跡西地区、比企郡小川町伊瀬根地区、大里郡寄居町

赤浜地区て行われた。毛呂山町市場と小川町伊消許艮て‘

は掘割遺構が確認され、底面は平坦て両側に溝をもつ、

道路状遺構が確認された。寄居町赤浜ては、掘割状遣

構と片側のみ溝を検出した。（第63• 64図）

その後、寄居町教育委員会によってこの地点を発掘

調査が行われた。寄居町赤浜天神沢遺跡(1999 小林）

の調査ては、掘割状遺構と溝跡を確認した。掘割状遺

構は、掘割状に掘削する以外に、波板状の凹凸や地業

の痕跡は認められず、道路遺構て‘あった可能性を示す

ものは部分的に検出された硬化面のみと報告している。

また、溝跡は、直線的に約70m検出され道路側溝の可

能性が高いと指摘している。さらに、この溝の覆土上

面にも硬化面を検出し、側溝としての機能消失後の道

路面てあるとし、少なくとも二時期の道路遺構が存在

したとされた。遺構の時期は13世紀後半から15世紀前

半としている。寄居町赤浜の地は鎌倉街道上道が通り、

荒川の渡河地点をひかえた交通の要衝て‘ある。

埼玉県毛呂山町堂山下遺跡（1991 宮瀧）ても、道

路状遺構を検出した。この道路状遺構は鎌倉街道と推

定されている。堂山下遺跡の性格は越辺川の渡河地点

にあたり 14世：紀前半から16匪紀初頭まて‘‘存在した集

落と考えられている。集落は鎌倉街道に規制されるか

たちて方形の屋敷地が存在し、 15・世紀以降街道に沿っ

て建物が並ぶと指摘し、堂山下遺跡が「苦林宿」の跡

との見解が示されている。

東京都町田市野津上の原遺跡ては、 5本の道路状遺

構を検出した。この内、第1号道路状遺構は概ね南北

に走り、輻10~12m、深さ 2~4.5mと規模が大きく、

断面形態は「V」字状てある。底面の掘り方には無数

のピット状に連続して掘り込みがみられる。

このほか、群馬県ては、今井道上道下遺跡、小島田

八日市遺跡、吹屋遺跡、小八木志志貝戸遺跡、大八木

屋敷遺跡、中宿在家遺跡などて‘道路状遺構が検出され

た。神奈川県ては、中ノ宮北遺跡、いずみの遺跡A地

点、草木遺跡などても道路状遺構が検出されている。

宮西遺跡検出の道路状遺構は、 4回の道普請が行わ

れていた。最終の第3号道路状遺構としたものは掘り

込み地業をもち、底面にはピット状の連続する掘り込

みを検出した。こうした構造は、町田市野津田上の原

遺跡て‘掘割の底面に掘り込みをもつ構造と類似してい

る。しかし、本遺跡検出の遺構は幅2,8mと非常に狭

く、両脇の側溝を検出することがて‘きなかった。構造

上は中世のものと比較類似点も指摘て‘き掘割状道路遺

構としての性格を備えたものと考えられる。

ては、宮西遺跡検出の道路跡はどのような性格の道

路跡てあったのだろうか、まず、いわゆる鎌倉街道上

道についてみると、上道は、第62図に示したように寄

居町赤洪地区て‘荒川を渡河し、二方向に分岐する。上

道は現在の花園町小前田、中郷、寄居町用土を経て、

美里町、児玉町を通り藤岡方面に向かう。もう一方は、

花園町を縦断し、深谷市、岡部町を通り、本庄市方面

に向かう（便宜的に本庄道と呼称されている）。

小山川と志戸川に挟まれた後榛沢、榛沢地区は本道

からははずれている。このあたりの伝承によれば、寄

居町用土方面から山崎山東麓沿いに岡部町今泉に至り、

そこから、山崎山を越して後榛沢に抜ける道に鎌倉街

道もしくは鎌倉裏街道と呼ばれ、脇街道が存在した可

能性がある。後榛沢には榛沢六郎成清墓や安｛呆氏陣屋

などの史跡が存在する。街道はさらに、榛沢の集落の

南端て‘榛沢成清の勧請伝説をもつ大寄八幡神社の東側

を通り、そこから大きく西にカーブして小山川をわた

り、本庄市北堀から西富田を経て上里町七本木辺りに

出て藤岡方面に向かったとされる伝承がある。

一方、大正12年に調査された武田良助氏はこの本庄

道について、岡部町針ケ谷から先の伝承路線について

西に折れ、今泉に向かい、山崎山から北に残る裏街道

に繋がると推定されている。

これらの伝承は、鎌倉裏街道と称する道が、岡部町

針谷から西に折れるのか、あるいは寄居町用土から上

道と分かれるのか特定はてきないが、いずれにせよ、

岡部町西部の後榛沢、榛沢地区を通ることにはまちが

いないてあろう。そして、宮西遺跡の道路状遺構は、

道路規模が小型てあること、本道にみられる本来の直
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第63図 鎌倉街道の調査遺跡 I
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第64図 鎌倉街道の調査遺跡2
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第65図 沖田 Ill遺跡検出の道路状遺構
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線的計画線の道路とは嬰なり、地形や条里型地割りに

規制される傾向をもっていたと考えられる。宮西遺跡

の西側に位置する沖田III遺跡からは、道路状遺構が検

出されている（第65図）。検出された長さは22.50mて‘‘

ある。覆土には暗灰色の粘質土が硬くしまっており、

底面にはピットが連続して検出されている。本調査区

の真西にあたり、条里地割の坪線上にあたる。

宮西遺跡から検出された道路状遺構は、小山川と志

戸川に挟まれた後榛沢、榛沢を経て六反田遺跡を通り

本庄市五十子城に至る道の存在が示唆されるものの、

調査範囲も狭く、調査成果だけては、系統的な路線を

想定することに無理がある。館や集落を結ぶ地域連結

の道として機能し、本道に通じる街道の一部て‘ある可

能性が高いと考えられるが、周辺遺跡の調査成果を待

って検討を重ねる必要があり、今後の課題としたい。
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第 6号住居跡

A区全景（西から） •第 7 号住居跡
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•, .l 第 4 • 15号住居跡
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第 I• 2号溝跡
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N 2グリッド遺物出土状況
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第 9号住居跡第16図5 第 9号住居跡第16図4
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副 書 名 県道蛭川普済寺線関係埋蔵文化財発掘調査報告
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ふりがな ふりがな コード 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村退跡番号 m’ 

み宮やに西し遺いせ跡き 埼さいた玉まけ県んお大お里さと郡ぐんお岡か部べ
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

宮西遺跡 集落跡 奈良時代～ 竪穴住居跡26軒 須恵器・土師器•土

平安時代 掘立柱建物跡3棟 錘・鉄鏃

土墟2基

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------噸・-------------

中世・近世 溝跡11条 天目茶碗・内耳鍋．

土壊20基 砥石・瓦

道路状遺構
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